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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　捺染染料を含む捺染トナーを用いて捺染トナー画像を形成する第１画像形成部と、
　顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー画像を形成する第２画像形成部と、
　前記捺染トナー画像が形成される領域に前記顔料トナー画像が形成されるように、前記
第１画像形成部および前記第２画像形成部を制御する制御部と
　を備え、
　媒体の上に前記捺染トナー画像を形成し、前記捺染トナー画像の上に前記顔料トナー画
像を形成する、
　画像形成装置。
【請求項２】
　捺染染料を含む捺染トナーを用いて捺染トナー画像を形成する第１画像形成部と、
　顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー画像を形成する第２画像形成部と、
　前記捺染トナー画像が形成される領域に前記顔料トナー画像が形成されるように、前記
第１画像形成部および前記第２画像形成部を制御する制御部と
　を備え、
　媒体の上に前記顔料トナー画像を形成し、前記顔料トナー画像の上に前記捺染トナー画
像を形成する、
　画像形成装置。
【請求項３】
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　捺染染料を含む捺染トナーを用いて捺染トナー画像を形成する第１画像形成部と、
　顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー画像を形成する第２画像形成部と、
　前記捺染トナー画像と前記顔料トナー画像とが互いに重ねられるように、前記第１画像
形成部および前記第２画像形成部を制御する制御部と
　を備え、
　媒体の上に前記捺染トナー画像を形成し、前記捺染トナー画像の上に前記顔料トナー画
像を形成する、
　画像形成装置。
【請求項４】
　捺染染料を含む捺染トナーを用いて捺染トナー画像を形成する第１画像形成部と、
　顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー画像を形成する第２画像形成部と、
　前記捺染トナー画像と前記顔料トナー画像とが互いに重ねられるように、前記第１画像
形成部および前記第２画像形成部を制御する制御部と
　を備え、
　媒体の上に前記顔料トナー画像を形成し、前記顔料トナー画像の上に前記捺染トナー画
像を形成する、
　画像形成装置。
【請求項５】
　前記捺染トナー画像および前記顔料トナー画像のそれぞれは、前記媒体に形成され、
　前記捺染トナー画像は、複数の捺染トナー画像単位を含むと共に、前記顔料トナー画像
は、複数の顔料トナー画像単位を含み、
　前記媒体の表面と交差する方向において、前記複数の捺染トナー画像単位のそれぞれの
全体と前記複数の顔料トナー画像単位のそれぞれの全体とは互いに重ねられている、
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記捺染トナー画像および前記顔料トナー画像のそれぞれは、前記媒体に形成され、
　前記捺染トナー画像は、複数の捺染トナー画像単位を含むと共に、前記顔料トナー画像
は、複数の顔料トナー画像単位を含み、
　前記媒体の表面と交差する方向において、前記複数の捺染トナー画像単位のそれぞれの
一部と前記複数の顔料トナー画像単位のそれぞれの一部とは互いに重ねられている、
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　捺染染料を含む捺染トナーを用いて、複数の捺染トナー画像単位を含む捺染トナー画像
を形成する第１画像形成部と、
　顔料を含む顔料トナーを用いて、複数の顔料トナー画像単位を含む顔料トナー画像を形
成する第２画像形成部と、
　前記捺染トナー画像および前記顔料トナー画像のそれぞれが媒体に形成されると共に、
前記媒体の表面に沿った方向において前記複数の捺染トナー画像単位のそれぞれと前記複
数の顔料トナー単位のそれぞれとが互いに隣接されるように、前記第１画像形成部および
前記第２画像形成部を制御する制御部と
　を備えた、画像形成装置。
【請求項８】
　前記捺染染料は、昇華性染料を含む、
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記捺染染料は、前記昇華性染料である、
　請求項８記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記捺染トナーおよび前記顔料トナーのそれぞれの色は、同系色である、
　請求項１ないし請求項９のいずれか１項に記載の画像形成装置。
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【請求項１１】
　前記捺染トナーの色と前記顔料トナーの色との色差ΔＥは、３４．６以内である、
　請求項１０記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　前記捺染トナーは、さらに、結着剤を含む、
　請求項１ないし請求項１１のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　前記第１画像形成部は、前記捺染トナーを媒体に転写させると共に、前記第２画像形成
部は、前記顔料トナーを前記媒体に転写させる、
　請求項１ないし請求項１２のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１４】
　前記第１画像形成部は、前記媒体に転写された前記捺染トナーを前記媒体に定着させる
と共に、前記第２画像形成部は、前記媒体に転写された前記顔料トナーを前記媒体に定着
させる、
　請求項１３記載の画像形成装置。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、捺染染料を含む捺染トナーを用いて画像を形成する画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の画像形成装置が広く普及している。インクジェット方式などの他の方式
の画像形成装置と比較して、鮮明な画像が短時間で得られるからである。
【０００３】
　電子写真方式の画像形成装置は、トナーを用いて媒体に画像を形成する。画像の形成工
程では、静電潜像に付着されたトナーが媒体に転写されたのち、そのトナーが媒体に定着
される。
【０００４】
　画像形成装置を用いて形成される画像の用途に関しては、様々な提案がなされている。
具体的には、媒体に画像が形成されたのち、その媒体から布地などの他媒体に画像が転写
されることにより、その媒体に形成された画像に対応する画像が他媒体に形成されている
（例えば、特許文献１参照。）。この場合には、画像を形成するためのトナーとして、捺
染染料を含む捺染トナーが用いられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－２０２８８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　媒体に形成された画像を利用して、布地などの他媒体に画像を形成することが提案され
ているが、その他媒体に形成される画像の品質は未だ十分でないため、改善の余地がある
。
【０００７】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、媒体に形成された画像を
布地などの他媒体に転写させた際に、その他媒体に高品質な画像を形成することが可能な
画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明の一実施形態の画像形成装置は、捺染染料を含む捺染トナーを用いて捺染トナー
画像を形成する第１画像形成部と、顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー画像を形成
する第２画像形成部と、捺染トナー画像が形成される領域に顔料トナー画像が形成される
ように第１画像形成部および第２画像形成部を制御する制御部とを備えたものである。
【０００９】
　本発明の一実施形態の他の画像形成装置は、捺染染料を含む捺染トナーを用いて捺染ト
ナー画像を形成する第１画像形成部と、顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー画像を
形成する第２画像形成部と、捺染トナー画像と顔料トナー画像とが互いに重ねられるよう
に第１画像形成部および第２画像形成部を制御する制御部とを備えたものである。
【００１０】
　本発明の一実施形態のさらに他の画像形成装置は、捺染染料を含む捺染トナーを用いて
捺染トナー画像を形成する第１画像形成部と、顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー
画像を形成する第２画像形成部と、媒体の上に捺染トナー画像が形成されたのちに顔料ト
ナー画像が形成されるように第１画像形成部および第２画像形成部を制御する制御部とを
備えたものである。
【００１１】
　本発明の一実施形態のさらに他の画像形成装置は、捺染染料を含む捺染トナーを用いて
捺染トナー画像を形成する第１画像形成部と、顔料を含む顔料トナーを用いて顔料トナー
画像を形成する第２画像形成部と、媒体の上に顔料トナー画像が形成されたのちに捺染ト
ナー画像が形成されるように第１画像形成部および第２画像形成部を制御する制御部とを
備えたものである。
【００１２】
　ここで、「捺染トナー画像が形成される領域に顔料トナー画像が形成される」とは、捺
染トナー画像が形成される領域に顔料トナー画像が形成される場合だけでなく、捺染トナ
ー画像が形成される領域よりも僅かに広い領域に顔料トナー画像が形成される場合も含ま
れることを意味する。
【００１３】
　「捺染トナー画像が形成される領域」は、捺染トナーを用いて捺染トナー画像が形成さ
れる領域であり、より具体的には、その捺染トナー画像の外縁（輪郭）により画定される
領域である。
【００１４】
　また、「捺染トナー画像が形成される領域よりも僅かに広い領域」は、上記した捺染ト
ナー画像の外縁よりも外側に向かって所定の距離だけシフトされた外縁により画定される
領域である。すなわち、「捺染トナー画像が形成される領域よりも僅かに広い領域」は、
上記した「捺染トナー画像が形成される領域」が外側に向かって所定の距離だけ拡張され
た領域である。なお、「所定の距離」の詳細に関しては、後述する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の一実施形態の画像形成装置によれば、捺染トナー画像が形成される領域に顔料
トナー画像が形成されるように第１画像形成部および第２画像形成部を制御するので、媒
体に形成された画像を布地などの他媒体に転写させた際に、その他媒体に高品質な画像を
形成することができる。
【００１６】
　本発明の一実施形態の他の画像形成装置によれば、捺染トナー画像と顔料トナー画像と
が互いに重ねられるように第１画像形成部および第２画像形成部を制御するので、媒体に
形成された画像を布地などの他媒体に転写させた際に、その他媒体に高品質な画像を形成
することができる。
【００１７】
　本発明の一実施形態のさらに他の画像形成装置によれば、媒体の上に捺染トナー画像が
形成されたのちに顔料トナー画像が形成されるように第１画像形成部および第２画像形成
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部を制御するので、媒体に形成された画像を布地などの他媒体に転写させた際に、その他
媒体に高品質な画像を形成することができる。
【００１８】
　本発明の一実施形態のさらに他の画像形成装置によれば、媒体の上に顔料トナー画像が
形成されたのちに捺染トナー画像が形成されるように第１画像形成部および第２画像形成
部を制御するので、媒体に形成された画像を布地などの他媒体に転写させた際に、その他
媒体に高品質な画像を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態の画像形成装置の構成を表す平面図である。
【図２】図１に示した現像ユニットの構成を拡大して表す平面図である。
【図３】図１に示した画像形成装置の構成を表すブロック図である。
【図４】画像の形成範囲を説明するために媒体の構成を表す平面図である。
【図５Ａ】捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構成（構成例１）を表す平
面図である。
【図５Ｂ】図５Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれ
ぞれの構成を表す断面図である。
【図６Ａ】捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構成（構成例２）を表す平
面図である。
【図６Ｂ】図６Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれ
ぞれの構成を表す断面図である。
【図７Ａ】捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構成（構成例３）を表す平
面図である。
【図７Ｂ】図７Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれ
ぞれの構成を表す断面図である。
【図８Ａ】捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構成（構成例４）を表す平
面図である。
【図８Ｂ】図８Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれ
ぞれの構成を表す断面図である。
【図９】捺染トナー像および顔料トナー像が形成された中間転写ベルトの構成を表す断面
図である。
【図１０】捺染トナー像および顔料トナー像が転写された媒体の構成を表す断面図である
。
【図１１】画像（捺染トナー画像および顔料トナー画像）が形成された媒体の構成を表す
断面図である。
【図１２】第１比較例の画像形成装置により画像（捺染トナー画像）が形成された媒体の
構成を表す断面図である。
【図１３】第２比較例の画像形成装置により画像（顔料トナー画像）が形成された媒体の
構成を表す断面図である。
【図１４】本発明の第２実施形態の画像形成装置の構成を表す平面図である。
【図１５Ａ】顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構成（構成例５）を表す
平面図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図１６Ａ】顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構成（構成例６）を表す
平面図である。
【図１６Ｂ】図１６Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図１７Ａ】顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構成（構成例７）を表す
平面図である。
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【図１７Ｂ】図１７Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図１８Ａ】顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構成（構成例８）を表す
平面図である。
【図１８Ｂ】図１８Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図１９】顔料トナー像および捺染トナー像が形成された中間転写ベルトの構成を表す断
面図である。
【図２０】顔料トナー像および捺染トナー像が転写された媒体の構成を表す断面図である
。
【図２１】画像（顔料トナー画像および捺染トナー画像）が形成された媒体の構成を表す
断面図である。
【図２２】第１実施形態の画像形成装置により形成された画像の転写方法を説明するため
に媒体および他媒体のそれぞれの構成を表す断面図である。
【図２３】図２２に続く画像の転写方法を説明するための断面図である。
【図２４】第２実施形態の画像形成装置により形成された画像の転写方法を説明するため
に媒体および他媒体のそれぞれの構成を表す断面図である。
【図２５】図２４に続く画像の転写方法を説明するための断面図である。
【図２６Ａ】第１実施形態における捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例１－１）を表す平面図である。
【図２６Ｂ】図２６Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図２７Ａ】第１実施形態における捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例１－２）を表す平面図である。
【図２７Ｂ】図２７Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図２８Ａ】第１実施形態における捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例１－３）を表す平面図である。
【図２８Ｂ】図２８Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図２９Ａ】第１実施形態における捺染トナー画像および顔料トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例１－４）を表す平面図である。
【図２９Ｂ】図２９Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像および顔料トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図３０Ａ】第２実施形態における顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例２－１）を表す平面図である。
【図３０Ｂ】図３０Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図３１Ａ】第２実施形態における顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例２－２）を表す平面図である。
【図３１Ｂ】図３１Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図３２Ａ】第２実施形態における顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例２－３）を表す平面図である。
【図３２Ｂ】図３２Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
【図３３Ａ】第２実施形態における顔料トナー画像および捺染トナー画像のそれぞれの構
成に関する変形例（変形例２－４）を表す平面図である。
【図３３Ｂ】図３３Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像および捺染トナー画像の
それぞれの構成を表す断面図である。
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【図３４】第１実施形態の画像形成装置の構成に関する変形例（変形例４－１）を表す平
面図である。
【図３５】第２実施形態の画像形成装置の構成に関する変形例（変形例４－２）を表す平
面図である。
【図３６】濃度の測定位置を説明するために他媒体の構成を表す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態に関して、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明する
順序は、下記の通りである。

　１．画像形成装置（第１実施形態）
　　１－１．全体構成
　　１－２．現像ユニットの構成
　　１－３．ブロック構成
　　１－４．画像の構成
　　１－５．トナーの構成
　　１－６．動作
　　１－７．作用および効果
　２．画像形成装置（第２実施形態）
　　２－１．全体構成
　　２－２．ブロック構成
　　２－３．画像の構成
　　２－４．動作
　　２－５．作用および効果
　３．画像の用途
　　３－１．画像形成装置（第１実施形態）により形成された画像
　　３－２．画像形成装置（第２実施形態）により形成された画像
　４．変形例
【００２１】
＜１．画像形成装置（第１実施形態）＞
　まず、本発明の第１実施形態の画像形成装置に関して説明する。
【００２２】
　ここで説明する画像形成装置は、例えば、トナーを用いて後述する媒体Ｍ（図１参照）
に画像Ｇ（図１１参照）を形成する装置であり、いわゆる電子写真方式のフルカラープリ
ンタである。
【００２３】
　より具体的には、画像形成装置は、例えば、後述する中間転写ベルト４１を用いて媒体
Ｍに画像Ｇを形成する中間転写方式の画像形成装置である。
【００２４】
　なお、媒体Ｍの種類は、特に限定されないが、例えば、紙およびフィルムなどのうちの
いずれか１種類または２種類以上である。
【００２５】
＜１－１．全体構成＞
　最初に、画像形成装置の全体構成に関して説明する。
【００２６】
　図１は、画像形成装置の平面構成を表している。この画像形成装置では、画像Ｇの形成
工程において、破線で示された搬送経路Ｒ１～Ｒ５のそれぞれに沿うように媒体Ｍが搬送
される。
【００２７】
　具体的には、画像形成装置は、例えば、図１に示したように、筐体１の内部に、トレイ
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１０と、送り出しローラ２０と、現像ユニット３０と、転写ユニット４０と、定着ユニッ
ト５０と、搬送ローラ６１～６８と、搬送路切り替えガイド６９，７０とを備えている。
【００２８】
　この画像形成装置は、例えば、媒体Ｍの片面に画像Ｇを形成可能であると共に、その媒
体Ｍの両面に画像Ｇを形成可能である。
【００２９】
　以下では、画像形成装置が媒体Ｍの片面だけに画像Ｇを形成する場合において、その画
像Ｇが形成される面を媒体Ｍの「表面」と呼称する。また、画像形成装置が媒体Ｍの両面
に画像Ｇを形成する場合において、一方の画像Ｇが形成される面を媒体Ｍの「表面」と呼
称すると共に、他方の画像Ｇが形成される媒体Ｍの面（上記した表面の反対側の面）を「
裏面」と呼称する。
【００３０】
　すなわち、媒体Ｍの片面だけに画像Ｇが形成される場合には、その媒体Ｍの表面に画像
Ｇが形成されるのに対して、媒体Ｍの両面に画像Ｇが形成される場合には、その媒体Ｍの
表面および裏面のそれぞれに画像Ｇが形成される。
【００３１】
［筐体］
　筐体１は、例えば、金属材料および高分子材料などのうちのいずれか１種類または２種
類以上を含んでいる。筐体１には、例えば、スタッカ２が設けられており、画像形成装置
により画像Ｇが形成された媒体Ｍは、その排出口１Ｈからスタッカ２に排出される。
【００３２】
［トレイおよび送り出しローラ］
　トレイ１０は、媒体Ｍを収納している。このトレイ１０は、例えば、筐体１に対して着
脱可能となるように装着されている。送り出しローラ２０は、例えば、Ｙ軸方向に延在し
ていると共にＹ軸を中心として回転可能な円筒状の部材である。
【００３３】
　後述する画像形成装置の構成要素のうち、名称中に「ローラ」という文言を含む構成要
素は、上記した送り出しローラ２０と同様に、Ｙ軸方向に延在していると共にＹ軸を中心
として回転可能な円筒状の部材である。
【００３４】
　トレイ１０には、例えば、複数の媒体Ｍが積層された状態で収納されている。トレイ１
０に収納されている複数の媒体Ｍは、例えば、送り出しローラ２０によりトレイ１０から
１つずつ取り出される。
【００３５】
　トレイ１０の数は、特に限定されないため、１個だけでもよいし、２個以上でもよい。
同様に、送り出しローラ２０の数は、特に限定されないため、１個だけでもよいし、２個
以上でもよい。図１では、例えば、トレイ１０の数が１個であると共に送り出しローラ２
０の数が１個である場合を示している。
【００３６】
［現像ユニット］
　現像ユニット３０は、トナーを用いて、静電潜像に対するトナーの付着処理（現像処理
）を行う。具体的には、現像ユニット３０は、例えば、静電潜像を形成すると共に、クー
ロン力を利用して静電潜像にトナーを付着させる。
【００３７】
　ここでは、画像形成装置は、例えば、５個の現像ユニット３０（３０Ｙ，３０Ｃ，３０
ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ）を備えている。現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３
０ＳＭ，３０ＳＣのそれぞれは、例えば、筐体１に対して着脱可能となるように装着され
ていると共に、後述する中間転写ベルト４１の移動経路に沿うように配列されている。こ
こでは、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣは、例えば、中間
転写ベルト４１の移動方向（矢印Ｆ５）において、上流側から下流側に向かってこの順に
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配置されている。
【００３８】
　現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣのそれぞれは、例えば、
後述するカートリッジ３８（図２参照）に収納されているトナーの種類が異なることを除
いて、互いに同様の構成を有している。
【００３９】
　ここでは、トナーとして、捺染トナーおよび顔料トナーを用いている。捺染トナーは、
着色剤として捺染染料を含んでいるトナーであると共に、顔料トナーは、着色剤として顔
料を含んでいるトナーである。
【００４０】
　具体的には、現像ユニット３０Ｙは、例えば、顔料トナー（顔料イエロートナー）を収
納している。現像ユニット３０Ｃは、例えば、顔料トナー（顔料シアントナー）を収納し
ている。現像ユニット３０ＳＹは、例えば、捺染トナー（捺染イエロートナー）を収納し
ている。現像ユニット３０ＳＭは、例えば、捺染トナー（捺染マゼンタトナー）を収納し
ている。現像ユニット３０ＳＣは、例えば、捺染トナー（捺染シアントナー）を収納して
いる。
【００４１】
　捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナー）は、
主に、フルカラーの画像Ｇを形成するために用いられるトナーである。より具体的には、
捺染トナーは、加熱時に捺染性（いわゆる昇華転写性）を利用して後述する他媒体Ｌ（図
２２参照）に移行することにより、その他媒体Ｌを染色可能な有色トナーである。この「
他媒体Ｌ」とは、画像形成装置を用いて画像Ｇが形成される媒体Ｍとは異なる媒体であり
、例えば、布地などである。
【００４２】
　一方、顔料トナー（顔料イエロートナーおよび顔料シアントナー）は、主に、上記した
捺染トナーにより形成されるフルカラーの画像Ｇを耐候性改善（濃度維持）の観点から補
強するために用いられるトナーである。より具体的には、顔料トナーは、電子写真方式の
画像形成装置においてフルカラーの画像Ｇを形成するために一般的に用いられる有色トナ
ーである。
【００４３】
　以下では、顔料イエロートナー、顔料シアントナー、捺染イエロートナー、捺染マゼン
タトナーおよび捺染シアントナーを個別に呼称する他、必要に応じて総称を用いる。具体
的には、第１に、顔料イエロートナーおよび顔料シアントナーを「顔料トナー」と総称す
る。第２に、捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナーを「捺染
トナー」と総称する。第３に、顔料イエロートナー、顔料シアントナー、捺染イエロート
ナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナーを「トナー」と総称する。
【００４４】
　現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃは、後述するように、顔料トナー（顔料イエロートナーお
よび顔料シアントナー）を用いて顔料トナー像Ｚ２（図９および図１０参照）を形成する
。一方、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣは、後述するように、捺染トナー（
捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナー）を用いて捺染トナー
像Ｚ１（図９および図１０参照）する。
【００４５】
　特に、本実施形態では、後述するように、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃが顔料トナー像
Ｚ２を形成したのち、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣが捺染トナー像Ｚ１を
形成する（図９参照）。
【００４６】
　現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣのそれぞれの構成に関し
ては、後述する（図２参照）。また、顔料イエロートナー、顔料シアントナー、捺染イエ
ロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナーのそれぞれの構成に関しても、
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後述する。
【００４７】
［転写ユニット］
　転写ユニット４０は、現像ユニット３０により現像処理されたトナーを用いて転写処理
を行う。具体的には、転写ユニット４０は、例えば、現像ユニット３０により静電潜像に
付着されたトナーを媒体Ｍに転写させる。
【００４８】
　この転写ユニット４０は、例えば、中間転写ベルト４１と、駆動ローラ４２と、従動ロ
ーラ４３と、バックアップローラ４４と、１次転写ローラ４５と、２次転写ローラ４６と
、クリーニングブレード４７とを含んでいる。
【００４９】
　中間転写ベルト４１は、媒体Ｍにトナーが転写される前に、そのトナーが一時的に転写
される中間転写媒体であり、例えば、無端の弾性ベルトである。この中間転写ベルト４１
は、例えば、ポリイミドなどの高分子材料のうちのいずれか１種類または２種類以上を含
んでいる。また、中間転写ベルト４１は、例えば、駆動ローラ４２、従動ローラ４３およ
びバックアップローラ４４により張架された状態において、その駆動ローラ４２の回転に
応じて矢印Ｆ５の方向に移動可能である。
【００５０】
　駆動ローラ４２は、例えば、後述するベルトモータ９１（図３参照）を介して回転可能
である。従動ローラ４３およびバックアップローラ４４のそれぞれは、例えば、駆動ロー
ラ４２の回転に応じて回転可能である。
【００５１】
　１次転写ローラ４５は、静電潜像に付着されたトナーを中間転写ベルト４１に転写（１
次転写）させる。この１次転写ローラ４５は、中間転写ベルト４１を介して後述する感光
体ドラム３２（図２参照）に圧接されている。なお、１次転写ローラ４５は、例えば、後
述するローラモータ８８（図３参照）を介して回転可能である。
【００５２】
　１次転写ローラ４５の数は、特に限定されないため、１個だけでもよいし、２個以上で
もよい。ここでは、画像形成装置は、例えば、上記した５個の現像ユニット３０（３０Ｙ
，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ）に対応して、５個の１次転写ローラ４５（４
５Ｙ，４５Ｃ，４５ＳＹ，４５ＳＭ，４５ＳＣ）を備えている。一方、画像形成装置は、
例えば、１個のバックアップローラ４４に対応して、１個の２次転写ローラ４６を備えて
いる。
【００５３】
　２次転写ローラ４６は、中間転写ベルト４１に転写されたトナーを媒体Ｍに転写（２次
転写）させる。この２次転写ローラ４６は、バックアップローラ４４に圧接されており、
例えば、金属製の芯材と、その芯材の外周面を被覆する発泡ゴム層などの弾性層とを含ん
でいる。なお、２次転写ローラ４６は、例えば、後述するローラモータ８８（図３参照）
を介して回転可能である。
【００５４】
　クリーニングブレード４７は、中間転写ベルト４１に圧接されており、その中間転写ベ
ルト４１の表面に残留した不要なトナーなどの異物を掻き取る。
【００５５】
　特に、転写ユニット４０は、後述するように、中間転写ベルト４１に顔料トナー像Ｚ２
および捺染トナー像Ｚ１がこの順に形成されたのち（図９参照）、その中間転写ベルト４
１から媒体Ｍに捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像Ｚ２を転写させる（図１０参照）。
【００５６】
［定着ユニット］
　定着ユニット５０は、転写ユニット４０により媒体Ｍに転写されたトナーを用いて定着
処理を行う。具体的には、定着ユニット５０は、例えば、転写ユニット４０によりトナー
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が転写された媒体Ｍを加熱しながら加圧することにより、そのトナーを媒体Ｍに定着させ
る。
【００５７】
　この定着ユニット５０は、例えば、加熱ローラ５１および加圧ローラ５２を含んでいる
。
【００５８】
　加熱ローラ５１は、媒体Ｍに転写されたトナーを加熱する。この加熱ローラ５１は、例
えば、金属芯と、その金属芯の表面を被覆する樹脂コートとを含んでいる。樹脂コートは
、例えば、例えば、テトラフルオロエチレンとパーフルオロアルキルビニルエーテルとの
共重合体（ＰＦＡ）およびポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）などの高分子材料の
うちのいずれか１種類または２種類以上を含んでいる。
【００５９】
　加熱ローラ５１（金属芯）の内部には、例えば、後述するヒータ９２（図３参照）が設
置されており、そのヒータ９２は、例えば、ハロゲンランプなどを含んでいる。加熱ロー
ラ５１の近傍には、例えば、その加熱ローラ５１から離間されるように、後述するサーミ
スタ９３（図３参照）が配置されている。このサーミスタ９３は、例えば、加熱ローラ５
１の表面温度を測定する。
【００６０】
　加圧ローラ５２は、加熱ローラ５１に圧接されており、媒体Ｍに転写されたトナーを加
圧する。この加圧ローラ５２は、例えば、金属芯と、その金属芯の表面を被覆する耐熱弾
性層とを含んでいる。耐熱弾性層は、例えば、シリコーンゴムなどのゴム材料のうちのい
ずれか１種類または２種類以上を含んでいる。
【００６１】
　特に、定着ユニット５０は、後述するように、媒体Ｍに捺染トナー像Ｚ１および顔料ト
ナー像Ｚ２が転写されたのち、その捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像Ｚ２を媒体Ｍに
定着させる（図１０参照）。これにより、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー
画像Ｇ２を含む画像Ｇが形成される。
【００６２】
　ここで、画像形成ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ、転写ユニット４０および定
着ユニット５０は、本発明の一実施形態の「第１画像形成部」である。また、画像形成ユ
ニット３０Ｙ，３０Ｃ、転写ユニット４０および定着ユニット５０は、本発明の一実施形
態の「第２画像形成部」である。
【００６３】
［搬送ローラ］
　搬送ローラ６１～６８のそれぞれは、搬送経路Ｒ１～Ｒ５のそれぞれを介して互いに対
向するように配置された一対のローラを含んでおり、送り出しローラ２０により取り出さ
れた媒体Ｍを搬送させる。
【００６４】
　媒体Ｍの片面（表面）だけに画像が形成される場合には、その媒体Ｍは、例えば、搬送
ローラ６１～６４により搬送経路Ｒ１，Ｒ２に沿うように搬送される。これに対して、媒
体Ｍの両面（表面および裏面）に画像が形成される場合には、その媒体Ｍは、例えば、搬
送ローラ６１～６８により搬送経路Ｒ１～Ｒ５に沿うように搬送される。
【００６５】
［搬送路切り替えガイド］
　搬送路切り替えガイド６９，７０のそれぞれは、媒体Ｍに形成される画像の様式に応じ
て、その媒体Ｍの搬送方向を切り替える。この画像の様式とは、例えば、媒体Ｍの片面だ
けに画像が形成される様式（片面画像形成モード）および媒体Ｍの両面に画像が形成され
る様式（両面画像形成モード）である。
【００６６】
＜１－２．現像ユニットの構成＞
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　次に、現像ユニット３０の構成に関して説明する。図２は、図１に示した現像ユニット
３０（３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ）の平面構成を拡大している。
【００６７】
　現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣのそれぞれは、例えば、
上記したように、カートリッジ３８に収納されているトナーの種類が異なることを除いて
、互いに同様の構成を有している。
【００６８】
　具体的には、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣのそれぞれ
は、例えば、図２に示したように、感光体ドラム３２と、帯電ローラ３３と、供給ローラ
３４と、現像ローラ３５と、現像ブレード３６と、クリーニングブレード３７と、カート
リッジ３８とを備えている。なお、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，
３０ＳＣのそれぞれには、例えば、光源３９が付設されている。
【００６９】
　感光体ドラム３２、帯電ローラ３３、供給ローラ３４、現像ローラ３５、現像ブレード
３６およびクリーニングブレード３７は、例えば、筐体３１の内部に収納されている。カ
ートリッジ３８は、例えば、筐体３１に対して着脱可能となるように装着されている。光
源３９は、例えば、筐体３１の外部に配置されている。
【００７０】
　現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣそれぞれは、例えば、後
述する移動モータ９０（図３参照）を介して待避位置と接触位置との間を移動可能である
。待避位置は、感光体ドラム３２が中間転写ベルト４１から遠ざかるように後退している
ため、その感光体ドラム３２が中間転写ベルト４１を介して１次転写ローラ４５に押圧さ
れていない位置である。一方、接触位置は、感光体ドラム３２が中間転写ベルト４１に近
づくように前進しているため、その感光体ドラム３２が中間転写ベルト４１を介して１次
転写ローラ４５に押圧されている位置である。
【００７１】
［筐体］
　筐体３１は、例えば、金属材料および高分子材料などのうちのいずれか１種類または２
種類以上を含んでいる。筐体３１には、例えば、感光体ドラム３２を部分的に露出させる
ための開口部３１Ｋ１と、光源３９から出力された光を感光体ドラム３２に導くための開
口部３１Ｋ２とが設けられている。
【００７２】
［感光体ドラム］
  感光体ドラム３２は、静電潜像が形成されると共にその静電潜像を担持する潜像担持部
材である。この感光体ドラム３２は、Ｙ軸方向に延在していると共に、そのＹ軸を中心と
して回転可能である。また、感光体ドラム３２は、例えば、円筒状の導電性支持体と、そ
の導電性支持体の外周面を被覆する光導電層とを含む有機系感光体であり、後述するドラ
ムモータ８９（図３参照）を介して回転可能である。感光体ドラム３２の一部は、筐体３
１に設けられた開口部３１Ｋ１から露出している。
【００７３】
［帯電ローラ］
　帯電ローラ３３は、感光体ドラム３２に圧接されており、その感光体ドラム３２の表面
を帯電させる。この帯電ローラ３３は、例えば、金属シャフトと、その金属シャフトの外
周面を被覆する半導電性エピクロロヒドリンゴム層とを含んでいる。
【００７４】
［供給ローラ］
　供給ローラ３４は、現像ローラ３５に圧接されており、その現像ローラ３５の表面にト
ナーを供給する。この供給ローラ３４は、例えば、金属シャフトと、その金属シャフトの
外周面を被覆する半導電性発泡シリコンスポンジ層とを含んでおり、いわゆるスポンジロ
ーラである。
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【００７５】
［現像ローラ］
　現像ローラ３５は、感光体ドラム３２に圧接されており、供給ローラ３４から供給され
るトナーを担持すると共に、その感光体ドラム３２の表面に形成された静電潜像にトナー
を付着させる。この現像ローラ３５は、例えば、金属シャフトと、その金属シャフトの外
周面を被覆する半導電性ウレタンゴム層とを含んでいる。
【００７６】
［現像ブレード］
　現像ブレード３６は、現像ローラ３５の表面に供給されたトナーの厚さを規制する板状
の部材である。この現像ブレード３６は、例えば、現像ローラ３５から所定の距離を隔て
た位置に配置されており、その現像ローラ３５と現像ブレード３６との間の距離（間隔）
に基づいてトナーの厚さが制御される。なお、現像ブレード３６は、例えば、ステンレス
などの金属材料のうちのいずれか１種類または２種類以上を含んでいる。
【００７７】
［クリーニングブレード］
　クリーニングブレード３７は、感光体ドラム３２の表面に残留した不要なトナーなどの
異物を掻き取る板状の弾性部材である。このクリーニングブレード３７は、例えば、感光
体ドラム３２の延在方向と略平行な方向に延在しており、その感光体ドラム３２に圧接さ
れている。なお、クリーニングブレード３７は、例えば、ウレタンゴムなどの高分子材料
のうちのいずれか１種類または２種類以上を含んでいる。
【００７８】
［カートリッジ］
　カートリッジ３８は、トナーを収納する収納部材である。カートリッジ３８に収納され
ているトナーに関する詳細は、上記した通りである。
【００７９】
［光源］
　光源３９は、感光体ドラム３２の表面を露光することにより、その感光体ドラム３２の
表面に静電潜像を形成する露光装置である。この光源３９は、例えば、ＬＥＤ素子および
レンズアレイなどを含む発光ダイオード（ＬＥＤ）ヘッドである。ＬＥＤ素子およびレン
ズアレイは、例えば、そのＬＥＤ素子から出力された光が感光体ドラム３２の表面におい
て結像するように配置されている。
【００８０】
＜１－３．ブロック構成＞
　次に、画像形成装置のブロック構成に関して説明する。
【００８１】
　図３は、画像形成装置のブロック構成を表している。ただし、図３では、既に説明した
画像形成装置の構成要素のうちの一部も併せて示している。
【００８２】
　図４は、画像形成装置により媒体Ｍに形成される画像Ｇの形成範囲を説明するために、
その媒体Ｍの平面構成を表している。この画像Ｇは、後述するように、現像ユニット３０
ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣにより捺染トナーを用いて形成される捺染トナー画像Ｇ１と、
現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃにより顔料トナーを用いて形成される顔料トナー画像Ｇ２と
を含んでいる（図１１参照）。図４では、例えば、媒体Ｍの平面形状が矩形（長方形）で
ある場合を示している。
【００８３】
　画像形成装置は、例えば、図３に示したように、画像形成制御部７１と、インターフェ
ース（Ｉ／Ｆ）制御部７２と、受信メモリ７３と、編集メモリ７４と、パネル部７５と、
操作部７６と、各種センサ７７と、光源制御部７８と、帯電電圧制御部７９と、供給電圧
制御部８０と、現像電圧制御部８１と、転写電圧制御部８２と、ローラ駆動制御部８３と
、ドラム駆動制御部８４と、移動制御部８５と、ベルト駆動制御部８６と、定着制御部８
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７とを備えている。
【００８４】
［画像形成制御部］
　画像形成制御部７１は、画像形成装置の全体の動作を制御する。この画像形成制御部７
１は、例えば、制御回路、メモリ、入出力ポートおよびタイマなどの電子部品のうちのい
ずれか１種類または２種類以上を含んでいる。制御回路は、例えば、中央演算処理装置（
ＣＰＵ）などを含んでいる。メモリは、例えば、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）および
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）などの記憶素子のうちのいずれか１種類または２種類
以上を含んでいる。ここで、画像形成制御部７１は、本発明の一実施形態の「制御部」で
ある。
【００８５】
　特に、画像形成制御部７１は、後述するように、上記した捺染トナー画像Ｇ１を形成す
る画像形成ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣなどの動作を制御すると共に、上記し
た顔料トナー画像Ｇ２を形成する画像形成ユニット３０Ｙ，３０Ｃなどの動作を制御する
（図９～図１１参照）。
【００８６】
　具体的には、画像形成制御部７１は、図４に示したように、媒体Ｍに画像Ｇ（捺染トナ
ー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）が形成される際に、捺染トナー画像Ｇ１が形成さ
れる領域に顔料トナー画像Ｇ２が形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作およ
び顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。この「捺染トナー画像Ｇ１が形成される領
域」の詳細に関しては、後述する。
【００８７】
　この場合には、例えば、後述するように、捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー画像Ｇ２と
が互いに重ねられるようにしてもよいし（図５Ａ、図５Ｂ、図７Ａおよび図７Ｂ参照）、
捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー画像Ｇ２とが互いに重ねられずに互いに隣接されるよう
にしてもよい（図６Ａ、図６Ｂ、図８Ａおよび図８Ｂ参照）。なお、捺染トナー画像Ｇ１
と顔料トナー画像Ｇ２とが互いに重ねられる場合には、捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー
画像Ｇ２とが互いに全体的に重ねられるようにしてもよいし（図５Ａおよび図５Ｂ参照）
、捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー画像Ｇ２とが互いに部分的に重ねられるようにしても
よい（図７Ａおよび図７Ｂ参照）。
【００８８】
　また、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍの上に捺染トナー画像Ｇ１が形成された
のちに顔料トナー画像Ｇ２が形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔
料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する（図１１参照）。
【００８９】
　ここで、「捺染トナー画像Ｇ１が形成される領域に顔料トナー画像Ｇ２が形成される」
とは、上記したように、捺染トナー画像Ｇ１が形成される領域（領域Ｒ１）に顔料トナー
画像Ｇ２が形成される場合だけでなく、その領域Ｒ１よりも僅かに広い領域（領域Ｒ２）
に顔料トナー画像Ｇ２が形成される場合も含まれることを意味する。
【００９０】
　領域Ｒ１は、捺染トナーを用いて捺染トナー画像Ｇ１が形成される領域であり、より具
体的には、その捺染トナー画像Ｇ１の外縁（輪郭）により画定される領域である。図４で
は、例えば、領域Ｒ１の平面形状が媒体Ｍの平面形状に対応した長方形である場合を示し
ている。
【００９１】
　また、領域Ｒ２は、上記した領域Ｒ１の外縁よりも外側に向かって所定の距離Ｖだけシ
フトされた外縁により画定される領域である。すなわち、領域Ｒ２は、領域Ｒ１が外側に
向かって所定の距離Ｖだけ拡張された領域である。
【００９２】
　この所定の距離Ｖは、画像形成装置のユーザにより色ずれなどの画質不良が認識されに
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くくなるような僅かな距離であれば、任意に設定可能である。中でも、距離Ｖは、１３０
μｍ以下であることが好ましく、１００μｍ以下であることがより好ましく、８０μｍ以
下であることがさらに好ましい。ここでは、例えば、領域Ｒ１の平面形状が長方形である
ため、領域Ｒ２は、その領域Ｒ１が所定の距離Ｖだけ四方に拡張された領域に相当する領
域である。このため、領域Ｒ２の平面形状は、例えば、領域Ｒ１の平面形状に対応した長
方形である。
【００９３】
　所定の距離Ｖが上記した範囲であるのは、後述するように、構成例２～４（図６Ａおよ
び図６Ｂ～図８Ａおよび図８Ｂ）となるように複数の画像単位線Ｌ（Ｌ１，Ｌ２）が設定
された場合においても、媒体Ｍに形成される画像Ｇの品質が担保されるからである。すな
わち、各画像単位線Ｌ１，Ｌ２が互いに隣接される場合（構成例２，４）および各画像単
位線Ｌ１，Ｌ２が互いに部分的に重なる場合（構成例３）においても、画像形成装置のユ
ーザにより肉眼では色ずれなどの画質不良が認識されにくいため、画像Ｇが捺染トナー画
像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２を含んでいても、優れた画質を有する画像Ｇが得られる
からである。
【００９４】
　なお、上記した画像形成制御部７１により形成動作が制御されながら媒体Ｍに形成され
る画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）の詳細な構成に関しては、後
述する（図５Ａおよび図５Ｂ～図８Ａおよび図８Ｂ参照）。
【００９５】
［Ｉ／Ｆ制御部］
　Ｉ／Ｆ制御部７２は、外部装置から画像形成装置に送信されたデータなどの情報を受信
する。この外部装置は、例えば、画像形成装置のユーザが使用可能であるパーソナルコン
ピュータなどのうちのいずれか１種類または２種類以上であり、その外部装置から画像形
成装置に送信される情報は、例えば、画像を形成するために用いられる画像データなどで
ある。
【００９６】
［受信メモリおよび編集メモリ］
　受信メモリ７３は、画像形成装置において受信されたデータなどの情報を格納する。編
集メモリ７４は、受信メモリ７３に格納された画像データが編集処理されたデータなどを
格納する。
【００９７】
［パネル部および操作部］
　パネル部７５は、例えば、ユーザが画像形成装置を操作するために必要な情報を表示す
る表示パネルなどを含んでいる。この表示パネルの種類は、特に限定されないが、例えば
、液晶パネルなどである。操作部７６は、例えば、画像形成装置の操作時においてユーザ
により操作されるボタンなどを含んでいる。
【００９８】
［各種センサ］
　各種センサ７７は、例えば、温度センサ、湿度センサ、画像濃度センサ、媒体位置検出
センサ、トナー残量検知センサおよび人感センサなどのうちのいずれか１種類または２種
類以上を含んでいる。
【００９９】
［光源制御部、帯電電圧制御部、供給電圧制御部、現像電圧制御部および転写電圧制御部
］
　光源制御部７８は、例えば、光源３９の露光動作などを制御する。帯電電圧制御部７９
は、例えば、帯電ローラ３３に印加される電圧などを制御する。供給電圧制御部８０は、
例えば、供給ローラ３４に印加される電圧などを制御する。現像電圧制御部８１は、例え
ば、現像ローラ３５に印加される電圧などを制御する。転写電圧制御部８２は、例えば、
１次転写ローラ４５および２次転写ローラ４６のそれぞれに印加される電圧などを制御す
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る。これらの電圧は、例えば、画像形成制御部７１の指示に応じて設定可能であると共に
、その画像形成制御部７１の指示に応じて任意に変更可能である。
【０１００】
　なお、図３では図示内容を簡略化しているが、画像形成装置は、例えば、５個の現像ユ
ニット３０（３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ）に対応する５個の光源制
御部７８を含んでいる。具体的には、例えば、現像ユニット３０Ｙに付設されている光源
３９を制御する光源制御部７８と、現像ユニット３０Ｃに付設されている光源３９を制御
する光源制御部７８と、現像ユニット３０ＳＹに付設されている光源３９を制御する光源
制御部７８と、現像ユニット３０ＳＭに付設されている光源３９を制御する光源制御部７
８と、現像ユニット３０ＳＣに付設されている光源３９を制御する光源制御部７８とであ
る。
【０１０１】
　ここで光源制御部７８に関して説明したことは、例えば、帯電電圧制御部７９、供給電
圧制御部８０、現像電圧制御部８１および転写電圧制御部８２のそれぞれに関しても同様
である。すなわち、画像形成装置は、例えば、５個の現像ユニット３０に対応して、５個
の帯電電圧制御部７９と、５個の供給電圧制御部８０と、５個の現像電圧制御部８１と、
５個の転写電圧制御部８２とを含んでいる。
【０１０２】
［ローラ駆動制御部、ドラム駆動制御部、移動制御部、ベルト駆動制御部および定着制御
部］
　ローラ駆動制御部８３は、例えば、ローラモータ８８を介して帯電ローラ３３、供給ロ
ーラ３４、現像ローラ３５、１次転写ローラ４５および２次転写ローラ４６などの一連の
ローラの回転動作などを制御する。ドラム駆動制御部８４は、例えば、ドラムモータ８９
を介して感光体ドラム３２の回転動作などを制御する。移動制御部８５は、例えば、移動
モータ９０を介して現像ユニット３０の移動動作などを制御する。ベルト駆動制御部８６
は、例えば、ベルトモータ９１を介して中間転写ベルト４１の移動動作などを制御する。
定着制御部８７は、例えば、サーミスタ９３により測定された温度に基づいてヒータ９２
の動作を制御すると共に、定着モータ９４を介して加熱ローラ５１および加圧ローラ５２
のそれぞれの回転動作などを制御する。
【０１０３】
　光源制御部７８に関して上記したことは、例えば、ローラ駆動制御部８３、ドラム駆動
制御部８４および移動制御部８５のそれぞれに関しても同様である。すなわち、画像形成
装置は、例えば、５個の現像ユニット３０に対応して、５個のローラ駆動制御部８３と、
５個のドラム駆動制御部８４と、５個の移動制御部８５とを含んでいる。
【０１０４】
＜１－４．画像の構成＞
　次に、画像形成装置により形成される画像Ｇの構成に関して詳細に説明する。
【０１０５】
　画像Ｇの構成、より具体的には捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞ
れの構成は、上記したように画像形成制御部７１により形成動作が制御されながら捺染ト
ナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれが形成されれば、特に限定されない。
【０１０６】
　具体的には、画像Ｇの構成としては、例えば、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画
像Ｇ２のそれぞれを構成する複数の画像単位の種類に応じて、様々な構成が考えられる。
この「複数の画像単位」とは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれ
を構成する複数の画像パターン（画素）である。
【０１０７】
　ここでは、例えば、複数の線状の画像単位（複数の画像単位線Ｌ）を用いる場合を例に
挙げることにより、いくつかの画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）
の具体的な構成例に関して説明する。
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【０１０８】
［構成例１］
　図５Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複数
の画像単位線Ｌに関する構成例１）を表している。図５Ｂは、図５Ａに示したＡ－Ａ線に
沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの断面構成を表している
。
【０１０９】
　図５Ａおよび図５Ｂのそれぞれでは、図４に示した媒体Ｍの一部（部分Ｚ）を拡大して
いる。また、図５Ｂでは、図示内容を簡略化するために、媒体Ｍの表面を線状（表面線Ｓ
）に示している。
【０１１０】
　なお、図５Ａおよび図５Ｂのそれぞれでは、３本の画像単位線Ｌだけを示していると共
に、互いに隣り合う２本の画像単位線Ｌの間の間隔Ｐを十分に大きくしている。この間隔
Ｐは、実際には、画像形成装置を使用するユーザが肉眼では認識できない程度に十分に小
さいため、その間隔Ｐは、線状の白抜けとしてユーザにより視認されない。
【０１１１】
　上記した図５Ａおよび図５Ｂに関する補足事項は、後述する図６Ａおよび図６Ｂ～図８
Ａおよび図８Ｂに関しても同様である。
【０１１２】
　捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれは、上記したように、媒体Ｍ
に形成される。図５Ａおよび図５Ｂに示した構成例１では、例えば、捺染トナー画像Ｇ１
が形成されたのちに顔料トナー画像Ｇ２が形成されていると共に、媒体Ｍの表面と交差す
る方向（Ｚ軸方向）において捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー画像Ｇ２とが互いに全体的
に重ねられている。
【０１１３】
　詳細には、捺染トナー画像Ｇ１は、例えば、Ｙ軸方向に延在する複数の画像単位線Ｌ（
Ｌ１）を含んでおり、その複数の画像単位線Ｌ１は、例えば、Ｙ軸方向と交差するＸ軸方
向において間隔Ｐを隔てながら配列されている。ここで、複数の画像単位線Ｌ１は、本発
明の一実施形態の「複数の捺染トナー画像単位」である。
【０１１４】
　顔料トナー画像Ｇ２は、例えば、上記した捺染トナー画像Ｇ１と同様の構成を有してい
る。すなわち、顔料トナー画像Ｇ２は、例えば、Ｙ軸方向に延在する複数の画像単位線Ｌ
（Ｌ２）を含んでおり、その複数の画像単位線Ｌ２は、例えば、Ｘ軸方向において間隔Ｐ
を隔てながら配列されている。図５Ａでは、複数の画像単位線Ｌ２に濃い網掛けを施して
いる。ここで、複数の画像単位線Ｌ２は、本発明の一実施形態の「複数の顔料トナー画像
単位」である。
【０１１５】
　上記した捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）および顔料トナー画像Ｇ２（複
数の画像単位線Ｌ２）のそれぞれの構成は、後述する図６Ａおよび図６Ｂ～図８Ａ～図８
Ｂにおいても同様である。
【０１１６】
　ここでは、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が形成され
たのち、その捺染トナー画像Ｇ１の上に顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が
形成されているため、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２がこの順に
積層されている。すなわち、例えば、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれの上に複数の画像
単位線Ｌ２のそれぞれが配置されている。
【０１１７】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれの全体と複数の画像単位線Ｌ２のそれ
ぞれの全体とがＺ軸方向において互いに重ねられている。より具体的には、例えば、１本
の画像単位線Ｌ１と１本の画像単位線とが互いに全体的に重ねられることにより複数の集
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合画像単位線Ｌ１２が形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ１２がＸ軸方向にお
いて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画
像単位線Ｌ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単
位線Ｌ２）も領域Ｒ１に形成されている。
【０１１８】
　この構成例１では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ１お
よび複数の画像単位線Ｌ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作
および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｚ軸方向において複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれの全体と複数の画像単位線Ｌ２のそ
れぞれの全体とが互いに重ねられるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料ト
ナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０１１９】
［構成例２］
　図６Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複数
の画像単位線Ｌに関する構成例２）を表しており、図５Ａに対応している。図６Ｂは、図
６Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれ
の断面構成を表しており、図５Ｂに対応している。
【０１２０】
　図６Ａおよび図６Ｂに示した構成例２では、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１（複
数の画像単位線Ｌ１）が形成されたのち、その捺染トナー画像Ｇ１の上に顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されている。図６Ａでは、複数の画像単位線Ｌ１に
淡い網掛けを施していると共に、複数の画像単位線Ｌ２に濃い網掛けを施している。
【０１２１】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれと複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれと
がＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、１本の画像単位線
Ｌ１と１本の画像単位線とが互いに隣接されることにより複数の集合画像単位線Ｌ１２が
形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ１２がＸ軸方向において間隔Ｐを隔てなが
ら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が領域
Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が領域Ｒ２
に形成されている。
【０１２２】
　この構成例２では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ１お
よび複数の画像単位線Ｌ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作
および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｘ軸方向において複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれ（１本の画像単位線Ｌ１）と複数の
画像単位線Ｌ２のそれぞれ（１本の画像単位線ｌ２）とが互いに隣接されるように、捺染
トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０１２３】
［構成例３］
　図７Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複数
の画像単位線Ｌに関する構成例３）を表しており、図５Ａに対応している。図７Ｂは、図
７Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれ
の断面構成を表しており、図５Ｂに対応している。
【０１２４】
　図７Ａおよび図７Ｂに示した構成例３では、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１（複
数の画像単位線Ｌ１）が形成されたのち、その捺染トナー画像Ｇ１の上に顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されている。
【０１２５】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれの一部と複数の画像単位線Ｌ２のそれ
ぞれの一部とがＺ軸方向において互いに重ねられている。すなわち、例えば、複数の画像
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単位線Ｌ２のそれぞれが複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれに対して部分的に乗り上げるよ
うに形成されている。このため、例えば、複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれのうちの一部
は、媒体Ｍの上に配置されているのに対して、その複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれのう
ちの残りの部分は、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれの上に配置されている。より具体的
には、例えば、１本の画像単位線Ｌ１と１本の画像単位線とが互いに部分的に重ねられる
ことにより複数の集合画像単位線Ｌ１２が形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ
１２がＸ軸方向において間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー
画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０１２６】
　この構成例３では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ１お
よび複数の画像単位線Ｌ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作
および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｚ軸方向において複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれの一部と複数の画像単位線Ｌ２のそ
れぞれの一部とが互いに重ねられるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料ト
ナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０１２７】
［構成例４］
　図８Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複数
の画像単位線Ｌに関する構成例４）を表しており、図５Ａに対応している。図８Ｂは、図
８Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれ
の断面構成を表しており、図５Ｂに対応している。
【０１２８】
　図８Ａおよび図８Ｂに示した構成例４では、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１（複
数の画像単位線Ｌ１）が形成されたのち、その捺染トナー画像Ｇ１の上に顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されている。
【０１２９】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれと複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれと
がＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、２本の画像単位線
Ｌ１と２本の画像単位線とが互いに隣接されると共に交互に配置されることにより複数の
集合画像単位線Ｌ１２が形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ１２がＸ軸方向に
おいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数の
画像単位線Ｌ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像
単位線Ｌ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０１３０】
　この構成例４では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ１お
よび複数の画像単位線Ｌ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作
および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｘ軸方向において複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれ（２本の画像単位線Ｌ１）と複数の
画像単位線Ｌ２のそれぞれ（２本の画像単位線ｌ２）とが互いに隣接されるように、捺染
トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０１３１】
［画像の内容］
　なお、捺染トナー画像Ｇ１の画像パターンおよび顔料トナー画像Ｇ２の画像パターンの
それぞれは、特に限定されない。ただし、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２
により画像Ｇが形成されるため、捺染トナー画像Ｇ１の画像パターンと顔料トナー画像Ｇ
２の画像パターンとは、色彩面および内容面などにおいて互いに対応していることが好ま
しい。
【０１３２】
　具体的には、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれがフルカラーの
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画像である場合には、捺染トナー画像Ｇ１の画像パターンおよび顔料トナー画像Ｇ２の画
像パターンのそれぞれは、互いに共通する画像データに基づいて形成されていることが好
ましい。捺染トナー画像Ｇ１の画像パターンと顔料トナー画像Ｇ２の画像パターンとが互
いに共通するため、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２を含んでいて
も、優れた画質を有する画像Ｇが得られるからである。
【０１３３】
　また、捺染トナー画像Ｇ１の画像パターンおよび顔料トナー画像Ｇ２の画像パターンの
それぞれがベタ画像などの単色画像である場合には、捺染トナー画像Ｇ１の色および顔料
トナー画像Ｇ２の色のそれぞれは、同系色（色相環において互いに隣り合う色または互い
に近い位置にある色）であることが好ましい。捺染トナー画像Ｇ１の色系統と顔料トナー
画像Ｇ２の色系統とが互いに共通するため、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナ
ー画像Ｇ２を含んでいても、優れた画質を有する画像Ｇが得られるからである。
【０１３４】
　上記した「同系色」とは、例えば、捺染トナー画像Ｇ１（捺染トナー）の色と顔料トナ
ー画像Ｇ２（顔料トナー）の色との色差ΔＥが３４．６以内、好ましくは２６．５以内、
より好ましくは１２．０以内であることを意味する。画像形成装置のユーザにより肉眼で
は色ずれなどの画質不良が認識されにくいため、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１および顔料
トナー画像Ｇ２を含んでいても、優れた画質を有する画像Ｇが得られるからである。
【０１３５】
＜１－５．トナーの構成＞
　次に、トナーの構成に関して説明する。
【０１３６】
［トナーの種類］
　ここで説明するトナーは、例えば、一成分現像方式の負帯電トナーである。すなわち、
トナーは、例えば、負の帯電極性を有している。
【０１３７】
　一成分現像方式とは、トナーに電荷を付与するためのキャリア（磁性粒子）を用いずに
、そのトナー自身に適切な帯電量を付与する方式である。これに対して、二成分現像方式
とは、上記したキャリアとトナーとを混合することにより、そのキャリアとトナーとの摩
擦を利用してトナーに適切な帯電量を付与する方式である。
【０１３８】
　トナーの製造方法は、任意の製造方法のうちのいずれか１種類または２種類以上であれ
ば、特に限定されない。具体的には、トナーの製造方法は、例えば、粉砕法でもよいし、
重合法でもよいし、それら以外の方法でもよい。重合法は、例えば、乳化重合凝集法およ
び溶解懸濁法などである。
【０１３９】
［顔料トナー］
　顔料トナーは、例えば、上記したように、顔料イエロートナーおよび顔料シアントナー
である。
【０１４０】
（顔料イエロートナー）
　顔料イエロートナーは、例えば、着色剤（イエロー顔料）と共に結着剤、離型剤、帯電
制御剤および外添剤などを含んでいる。イエロー顔料は、例えば、ピグメントイエロー７
４などである。
【０１４１】
　結着剤は、着色剤などを結着させる。この結着剤は、例えば、高分子化合物のうちのい
ずれか１種類または２種類以上を含んでおり、その高分子化合物は、例えば、ポリエステ
ル系樹脂、スチレン－アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂およびスチレン－ブタジエン系樹
脂などである。高分子化合物の結晶状態は、特に限定されないため、結晶質でもよいし、
非晶質でもよい。
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【０１４２】
　離型剤は、トナーの定着性および耐オフセット性などを向上させる。この離型剤は、例
えば、脂肪族炭化水素系ワックス、脂肪族炭化水素系ワックスの酸化物、脂肪酸エステル
系ワックス、脂肪酸エステル系ワックスの脱酸化物などのワックスのうちのいずれか１種
類または２種類以上を含んでいる。この他、離型剤は、例えば、上記した一連のワックス
のブロック共重合物などでもよい。
【０１４３】
　脂肪族炭化水素系ワックスは、例えば、低分子量ポリエチレン、低分子量ポリプロピレ
ン、オレフィンの共重合物、マイクロクリスタリンワックス、パラフィンワックスおよび
フィッシャートロプシュワックスなどである。脂肪族炭化水素系ワックスの酸化物は、例
えば、酸化ポリエチレンワックスなどである。脂肪酸エステル系ワックスは、例えば、カ
ルナバワックスおよびモンタン酸エステルワックスなどである。脂肪酸エステル系ワック
スの脱酸化物は、その脂肪酸エステル系ワックスの一部または全部が脱酸化されたワック
スであり、例えば、脱酸カルナバワックスなどである。
【０１４４】
　帯電制御剤は、トナーの摩擦帯電性などを制御する。負帯電のトナーに用いられる帯電
制御剤は、例えば、アゾ系錯体、サリチル酸系錯体およびカリックスアレン系錯体などの
うちのいずれか１種類または２種類以上を含んでいる。
【０１４５】
　外添剤は、トナー同士の凝集などを抑制することにより、そのトナーの流動性を向上さ
せる。この外添剤は、例えば、無機材料および有機材料などのうちのいずれか１種類また
は２種類以上を含んでいる。無機材料は、例えば、疎水性シリカなどである。有機材料は
、例えば、メラミン樹脂などである。
【０１４６】
（顔料シアントナー）
　顔料シアントナーは、例えば、着色剤としてイエロー顔料に代えてシアン顔料を含んで
いることを除いて、顔料イエロートナーと同様の構成を有している。シアン顔料は、例え
ば、フタロシアニンブルー（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３）などである
。
【０１４７】
［捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナー）］
　捺染トナーは、例えば、上記したように、捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーお
よび捺染シアントナーである。捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シア
ントナーのそれぞれは、それぞれの色に対応した色の着色剤（捺染染料）を含んでおり、
その捺染染料は、イエロー捺染染料、マゼンタ捺染染料およびシアン捺染染料である。こ
の「捺染染料」とは、上記したように、加熱時に捺染性（昇華転写性）を利用して他媒体
Ｌに移行可能な染料であり、いわゆる昇華性染料である。ただし、捺染染料として用いら
れる材料の種類は、加熱時において他媒体Ｌに移行可能である染料であれば特に限定され
ないため、その捺染染料は、加熱時において他媒体Ｌに移行可能である昇華性染料以外の
染料を含んでいてもよい。
【０１４８】
（捺染イエロートナー）
　捺染イエロートナーは、例えば、着色剤としてイエロー顔料の代わりにイエロー捺染染
料を含んでいることを除いて、顔料イエロートナーと同様の構成を有している。イエロー
捺染染料は、例えば、Ｃ．Ｌ　Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｙｅｌｌｏｗ２、Ｃ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅ
ｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ５４、Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ１６０およびＣ．Ｌ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ１１４などである。
【０１４９】
　ただし、捺染イエロートナーは、顔料イエロートナーとは異なり、離型剤を含んでいな
くてもよい。この場合には、主に、離型剤の有無に起因して、捺染イエロートナーと顔料
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イエロートナーとでは互いに異なる熱的物性（吸熱特性）が得られる。この吸熱特性の差
違に関しては、後述する。
【０１５０】
（捺染マゼンタトナー）
　捺染マゼンタトナーは、例えば、着色剤としてイエロー捺染染料の代わりにマゼンタ捺
染染料を含んでいることを除いて、捺染イエロートナーと同様の構成を有している。マゼ
ンタ捺染染料は、例えば、Ｃ．Ｌ　Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｒｅｄ３、Ｃ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅｒ
ｓｅ　Ｒｅｄ５０およびＣ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｒｅｄ９２などである。
【０１５１】
（捺染シアントナー）
　捺染シアントナーは、例えば、着色剤としてイエロー捺染染料の代わりにシアン捺染染
料を含んでいることを除いて、捺染イエロートナーと同様の構成を有している。シアン捺
染染料は、例えば、Ｃ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ６０、Ｃ．Ｌ　Ｒｅａｃｔｉｖ
ｅ　Ｂｌｕｅ１５、Ｃ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ３５９、Ｃ．Ｌ　Ｓｏｌｖｅｎ
ｔ　Ｂｌｕｅ６３、Ｃ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ１６５およびＣｉｂａｃｒｏｎ
ＴｕｒｑｕｏｉｓｅＢｌｕｅＦＧＦ－Ｐなどである。
【０１５２】
＜１－６．動作＞
　次に、画像形成装置の動作に関して説明する。
【０１５３】
　図９は、捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像Ｚ２が形成された中間転写ベルト４１の
断面構成を表している。図１０は、捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像Ｚ２が転写され
た媒体Ｍの断面構成を表している。図１１は、画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料ト
ナー画像Ｇ２）が形成された媒体Ｍの断面構成を表している。
【０１５４】
　媒体Ｍに画像Ｇを形成する場合には、画像形成装置は、例えば、以下で説明するように
、現像処理、１次転写処理、２次転写処理および定着処理をこの順に行うと共に、必要に
応じてクリーニング処理を行う。ここで説明する画像形成装置の一連の動作は、上記した
画像形成制御部７１（図３）により制御される。
【０１５５】
［現像処理］
　最初に、トレイ１０に収納された媒体Ｍは、送り出しローラ２０により取り出される。
この送り出しローラ２０により取り出された媒体Ｍは、搬送ローラ６１，６２により搬送
経路Ｒ１に沿って矢印Ｆ１の方向に搬送される。
【０１５６】
　現像処理では、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃのそれぞれにおいて、感光体ドラム３２が
回転すると、帯電ローラ３３が回転しながら感光体ドラム３２の表面に直流電圧を印加す
る。これにより、感光体ドラム３２の表面が均一に帯電する。
【０１５７】
　続いて、画像データに基づいて、光源３９が感光体ドラム３２の表面に光を照射する。
これにより、感光体ドラム３２の表面では、光が照射された領域において表面電位が減衰
（光減衰）するため、静電潜像が形成される。
【０１５８】
　一方、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃのそれぞれでは、カートリッジ３８に収納されてい
る顔料トナー（顔料イエロートナーおよび顔料シアントナー）が供給ローラ３４に向けて
放出される。
【０１５９】
　供給ローラ３４に電圧が印加されると、その供給ローラ３４が回転する。これにより、
カートリッジ３８から供給ローラ３４の表面に顔料トナーが供給される。
【０１６０】
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　現像ローラ３５に電圧が印加されると、その現像ローラ３５が供給ローラ３４に圧接さ
れながら回転する。これにより、供給ローラ３４の表面に供給された顔料トナーが現像ロ
ーラ３５の表面に付着すると共に、その顔料トナーが現像ローラ３５の回転を利用して搬
送される。この場合には、現像ローラ３５の表面に付着されている顔料トナーの一部が現
像ブレード３６により除去されるため、その現像ローラ３５の表面に付着された顔料トナ
ーの厚さが均一化される。
【０１６１】
　現像ローラ３５に圧接されながら感光体ドラム３２が回転したのち、その現像ローラ３
５の表面に付着されていた顔料トナーが感光体ドラム３２の表面に移行する。これにより
、感光体ドラム３２の表面（静電潜像）に顔料トナーが付着する。
【０１６２】
［１次転写処理］
　転写ユニット４０において、駆動ローラ４２が回転すると、その駆動ローラ４２の回転
に応じて従動ローラ４３およびバックアップローラ４４のそれぞれが回転する。これによ
り、中間転写ベルト４１が矢印Ｆ５の方向に移動する。
【０１６３】
　１次転写処理では、１次転写ローラ４５Ｙ，４５Ｃのそれぞれに電圧が印加されている
。１次転写ローラ４５Ｙ，４５Ｃのそれぞれは、中間転写ベルト４１を介して感光体ドラ
ム３２に圧接されているため、上記した現像処理において感光体ドラム３２の表面（静電
潜像）に付着された顔料トナーは、中間転写ベルト４１に転写される。
【０１６４】
　これにより、図９に示したように、中間転写ベルト４１に顔料トナー（顔料イエロート
ナーおよび顔料シアントナー）を用いて顔料トナー像Ｚ２が形成される。
【０１６５】
　こののち、顔料トナー像Ｚ２が形成された中間転写ベルト４１は、引き続き矢印Ｆ５の
方向に移動する。これにより、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣおよび１次転
写ローラ４５ＳＹ，４５ＳＭ，４５ＳＣにおいて、上記した現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ
および１次転写ローラ４５Ｙ，４５Ｃと同様の手順により、現像処理および１次転写処理
が行われる。よって、中間転写ベルト４１の表面に捺染トナーが転写される。
【０１６６】
　具体的には、現像ユニット３０ＳＹおよび１次転写ローラ４５ＳＹにより、中間転写ベ
ルト４１に捺染イエロートナーが転写される。現像ユニット３０ＳＭおよび１次転写ロー
ラ４５ＳＭにより、中間転写ベルト４１に捺染マゼンタトナーが転写される。現像ユニッ
ト３０ＳＣおよび１次転写ローラ４５ＳＣにより、中間転写ベルト４１に捺染シアントナ
ーが転写される。
【０１６７】
　これにより、図９に示したように、捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタト
ナーおよび捺染シアントナー）を用いて、捺染染料Ｎを含む捺染トナー像Ｚ１が形成され
る。
【０１６８】
　もちろん、実際に現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃのそれぞれおよび１次転写ローラ４５Ｙ
，４５Ｃのそれぞれにおいて現像処理および１次転写処理が行われるかどうかは、顔料ト
ナー像Ｚ２を形成するために必要な色（色の組み合わせ）に応じて決定される。同様に、
実際に現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣのそれぞれおよび１次転写ローラ４５
ＳＹ，４５ＳＭ，４５ＳＣのそれぞれにおいて現像処理および１次転写処理が行われるか
どうかは、捺染トナー像Ｚ１を形成するために必要な色（色の組み合わせ）に応じて決定
される。
【０１６９】
［２次転写処理］
　搬送経路Ｒ１に沿って搬送される媒体Ｍは、バックアップローラ４４と２次転写ローラ
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４６との間を通過する。
【０１７０】
　２次転写処理では、２次転写ローラ４６に電圧が印加されている。この２次転写ローラ
４６は、媒体Ｍを介してバックアップローラ４４に圧接されているため、上記した１次転
写処理において中間転写ベルト４１に転写された顔料トナーおよび捺染トナーは、媒体Ｍ
に転写される。
【０１７１】
　これにより、図１０に示したように、媒体Ｍに捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像Ｚ
２が転写される。
【０１７２】
［定着処理］
　２次転写処理において媒体Ｍにトナーが転写されたのち、その媒体Ｍは、引き続き搬送
経路Ｒ１に沿って矢印Ｆ１の方向に搬送されるため、定着ユニット５０に投入される。
【０１７３】
　定着処理では、加熱ローラ５１の表面温度が所定の温度となるように制御されている。
加熱ローラ５１に圧接されながら加圧ローラ５２が回転すると、その加熱ローラ５１と加
圧ローラ５２との間を通過するように媒体Ｍが搬送される。
【０１７４】
　これにより、媒体Ｍに転写されたトナーが加熱されるため、そのトナーが溶融する。し
かも、溶融状態であるトナーが媒体Ｍに圧接されるため、そのトナーが媒体Ｍに密着する
。
【０１７５】
　これにより、トナーが媒体Ｍに定着されるため、図１１に示したように、その媒体Ｍに
画像Ｇが形成される。この画像Ｇは、捺染トナー像Ｚ１が定着処理されることにより形成
された捺染トナー画像Ｇ１と、顔料トナー像Ｚ２が定着処理されることにより形成された
顔料トナー画像Ｇ２とを含んでいる。図１１では、図示内容を簡略化するために捺染トナ
ー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２がこの順に積層されているが、捺染トナー画像Ｇ１
および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの構成は、例えば、上記した構成例１～４のうちの
いずれでもよい。
【０１７６】
　なお、媒体Ｍに形成された画像Ｇは、例えば、後述するように、加熱されることにより
媒体Ｍ以外の他媒体Ｌ（図２２および図２３参照）に移行可能である捺染染料の特性を利
用して、その媒体Ｍから他媒体Ｌに転写可能である。このため、媒体Ｍに画像Ｇが形成さ
れる場合には、その画像Ｇは、例えば、他媒体Ｌに転写された際に正常な向きとなるよう
に、左右が反転された状態で形成される。
【０１７７】
　画像Ｇが形成された媒体Ｍは、搬送経路Ｒ２に沿って搬送ローラ６３，６４により矢印
Ｆ２の方向に搬送される。これにより、媒体Ｍは、排出口１Ｈからスタッカ２に排出され
る。
【０１７８】
［媒体の搬送手順］
　なお、媒体Ｍの搬送手順は、その媒体Ｍに形成される画像の形式に応じて変更される。
【０１７９】
　例えば、媒体Ｍの両面に画像が形成される場合には、定着ユニット５０を通過した媒体
Ｍは、搬送経路Ｒ３～Ｒ５に沿って搬送ローラ６５～６８により矢印Ｆ３，Ｆ４の方向に
搬送されたのち、再び搬送経路Ｒ１に沿って搬送ローラ６１，６２により矢印Ｆ１の方向
に搬送される。この場合において、媒体Ｍが搬送される方向は、搬送路切り替えガイド６
９，７０により制御される。これにより、媒体Ｍの裏面（未だ画像が形成されていない面
）において、現像処理、１次転写処理、２次転写処理および定着処理が行われる。
【０１８０】
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［クリーニング処理］
　現像ユニット３０では、感光体ドラム３２の表面に不要なトナーなどの異物が残留する
場合がある。この不要なトナーは、例えば、１次転写処理において用いられたトナーの一
部であり、中間転写ベルト４１に転写されずに感光体ドラム３２の表面に残留したトナー
などである。
【０１８１】
　そこで、現像ユニット３０では、クリーニングブレード３７に圧接された状態において
感光体ドラム３２が回転するため、その感光体ドラム３２の表面に残留しているトナーな
どの異物がクリーニングブレード３７により掻き取られる。よって、感光体ドラム３２の
表面から異物が除去される。
【０１８２】
　また、転写ユニット４０では、１次転写処理において中間転写ベルト４１の表面に移行
したトナーの一部が２次転写処理において媒体Ｍの表面に移行されずに、その中間転写ベ
ルト４１の表面に残留する場合がある。
【０１８３】
　そこで、転写ユニット４０では、中間転写ベルト４１が矢印Ｆ５の方向に移動する際に
、その中間転写ベルト４１の表面に残留したトナーがクリーニングブレード４７により掻
き取られる。よって、中間転写ベルト４１の表面から不要なトナーが除去される。
【０１８４】
＜１－７．作用および効果＞
　次に、本実施形態の画像形成装置の作用および効果に関して説明する。
【０１８５】
［主要な作用および効果］
　本実施形態の画像形成装置では、媒体Ｍに画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナ
ー画像Ｇ２）を形成する際に、捺染トナー画像Ｇ１が形成される領域（領域Ｒ１または領
域Ｒ２）に顔料トナー画像Ｇ２が形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作およ
び顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御している。よって、以下で説明する理由により、
媒体Ｍに形成された画像Ｇを布地などの他媒体Ｌに転写させた際に、その他媒体Ｌに高品
質な画像Ｉを形成することができる。
【０１８６】
　図１２は、第１比較例の画像形成装置により画像Ｇが形成された媒体Ｍの断面構成を表
しており、図１１に対応している。第１比較例の画像形成装置は、現像ユニット３０Ｙ，
３０Ｃを備えていないため、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１だけにより形成されることを除
いて、本実施形態の画像形成装置と同様の構成を有している。
【０１８７】
　図１３は、第２比較例の画像形成装置により画像Ｇが形成された媒体Ｍの断面構成を表
しており、図１１に対応している。第２比較例の画像形成装置は、現像ユニット３０ＳＹ
，３０ＳＭ，３０ＳＣを備えていないため、画像Ｇが顔料トナー画像Ｇ２だけにより形成
されることを除いて、本実施形態の画像形成装置と同様の構成を有している。
【０１８８】
　捺染トナーを用いて媒体Ｍに形成された画像Ｇの用途としては、上記したように、布地
などの他媒体Ｌに画像Ｇを転写させることにより、その画像Ｇに対応する画像Ｉを他媒体
Ｌに形成することが考えられる（図２２および図２３参照）。この画像の形成方式は、例
えば、他媒体ＬがＴシャツである場合には、いわゆるＴシャツプリントである。
【０１８９】
　第１比較例の画像形成装置により媒体Ｍに形成された画像Ｇでは、図１２に示したよう
に、捺染トナー画像Ｇ１だけにより画像Ｇが形成されているため、その画像Ｇ（捺染トナ
ー）が捺染染料Ｎを含んでいる。これにより、他媒体Ｌに媒体Ｍが密着された状態におい
て、その媒体Ｍが加熱されると、画像Ｇ中に含まれている捺染染料Ｎが他媒体Ｌに移行す
ることにより、その他媒体Ｌが捺染染料Ｎにより染色されるため、画像Ｇが他媒体Ｌに転
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写される。この画像Ｇの転写工程では、画像Ｇが捺染トナーと共に結着剤などを含んでい
ると、その結着剤などが媒体Ｍに残留したまま、捺染染料Ｎだけが媒体Ｍから他媒体Ｌに
移行する。よって、他媒体Ｌに画像Ｉが形成される。この場合には、特に、他媒体Ｌの材
質によっては、その他媒体Ｌが捺染染料Ｎにより染着されやすくなるため、画像Ｉの濃度
が十分に高くなる。
【０１９０】
　しかしながら、捺染染料Ｎは、本質的に、光に応じて分解（揮発）しやすい性質を有し
ている。この場合には、捺染染料Ｎの耐候性が不十分であるため、捺染トナー画像Ｇ１だ
けを用いて形成された画像Ｉでは、捺染染料Ｎの分解に起因して経時的に濃度が低下しや
すくなる。これにより、色再現性が劣化すると共に輪郭も不鮮明になるため、画像Ｉの画
質が維持されにくくなる。よって、他媒体Ｌに高品質な画像Ｉを形成することが困難であ
る。この場合には、特に、濃度の低下の程度によっては、画像Ｉが元々どのような画像で
あったかを認識することすら困難になる。
【０１９１】
　また、第２比較例の画像形成装置により媒体Ｍに形成された画像Ｇでは、図１３に示し
たように、顔料トナー画像Ｇ２だけにより画像Ｇが形成されている。これにより、他媒体
Ｌに媒体Ｍが密着された状態において、その媒体Ｍが加熱されると、画像Ｇ（顔料トナー
）中に含まれている顔料が他媒体Ｌに移行することにより、その顔料が他媒体Ｌに定着す
るため、画像Ｇが他媒体Ｌに転写される。よって、他媒体Ｌに画像Ｉが形成される。この
場合には、特に、顔料トナーが光に応じて分解しにくい性質を有しているため、画像Ｉの
濃度が経時的に変化しにくくなる。
【０１９２】
　しかしながら、加熱時における顔料の移行量は、加熱時における捺染染料Ｎの移行量よ
りも著しく小さいため、他媒体Ｌに対する顔料の定着量が不十分であることに起因して、
画像Ｉの濃度が不足する。これにより、色再現性が不十分であると共に輪郭も不鮮明であ
るため、画像Ｉの画質が担保されにくくなる。よって、他媒体Ｌに高品質な画像Ｉを形成
することが困難である。
【０１９３】
　これに対して、本実施形態の画像形成装置により媒体Ｍに形成された画像Ｇでは、図１
１に示したように、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２により画像Ｇが形成さ
れていると共に、領域Ｒ１または領域Ｒ２に顔料トナー画像Ｇ２が形成されるように捺染
トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作が制御されている。これ
により、他媒体Ｌに媒体Ｍが密着された状態において、その媒体Ｍが加熱されると、上記
したように、捺染トナー画像Ｇ１（捺染トナー）中に含まれている捺染染料Ｎが他媒体Ｌ
に移行するため、その他媒体Ｌが捺染染料Ｎにより染色されると共に、顔料トナー画像Ｇ
２（顔料トナー）中に含まれている顔料が他媒体Ｌに移行するため、その他媒体Ｌに顔料
が定着する。よって、画像Ｇが他媒体Ｌに転写されるため、その他媒体Ｌに画像Ｉが形成
される。
【０１９４】
　この場合には、他媒体Ｌの材質によっては、その他媒体Ｌが捺染染料Ｎにより染着され
やすくなるため、画像Ｉの濃度が十分に高くなる。また、光に応じて捺染染料Ｎが分解し
ても、その光に応じて分解しにくい顔料により画像Ｉの濃度が補填されるため、その画像
Ｉの濃度が経時的に変化しにくくなる。このため、捺染染料Ｎの分解に起因して画像Ｉの
濃度が低下しても、その画像Ｉが元々どのような画像であったかを認識することが困難に
なる状況までは至りにくくなる。これらのことから、色再現性が十分であると共に輪郭も
鮮明であることに加えて、画像Ｉの画質が維持されやすくなる。
【０１９５】
　しかも、領域Ｒ１または領域Ｒ２に顔料トナー画像Ｇ２が形成されることにより、捺染
トナー画像Ｇ１の形成範囲に対して顔料トナー画像Ｇ１の形成範囲が適正化されるため、
画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２を含んでいても、肉眼では色ずれ
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などの画質不良が認識されにくくなる。
【０１９６】
　よって、高品質な画像Ｉを実現することが可能な高品質な画像Ｇを媒体Ｍに形成するこ
とができる。このため、画像Ｇを用いて他媒体Ｌに高品質な画像Ｉを形成することができ
る。
【０１９７】
［他の作用および効果］
　特に、本実施形態では、捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー画像Ｇ２とが互いに全体的ま
たは部分的に重ねられるように捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２
の形成動作が制御されれば、捺染トナー画像Ｇ１と顔料トナー画像Ｇ２とが互いに隣接さ
れるように捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作が制御さ
れる場合と比較して、色ずれなどがより認識されにくくなるため、より高い効果を得るこ
とができる。
【０１９８】
　また、媒体Ｍの上に捺染トナー画像Ｇ１が形成されたのちに顔料トナー画像Ｇ２が形成
されるように捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作が制御
されれば、上記したように、媒体Ｍから他媒体Ｌに画像Ｇが安定に転写されるため、その
他媒体Ｌに画像Ｉが安定に形成される。よって、画像Ｉの形成に関する再現性が向上する
ため、より高い効果を得ることができる。
【０１９９】
　この場合には、画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）の構成が上記
した構成例１～４のうちのいずれかであれば、画像Ｉの形成に関する再現性がより向上す
るため、さらに高い効果を得ることができる。
【０２００】
＜２．画像形成装置（第２実施形態）＞
　次に、本発明の第２実施形態の画像形成装置に関して説明する。
【０２０１】
＜２－１．全体構成＞
　本実施形態の画像形成装置の構成は、例えば、現像ユニット３０の構成が異なることを
除いて、上記した第１実施形態の画像形成装置の構成（図１および図２参照）と同様であ
る。
【０２０２】
　図１４は、画像形成装置の平面構成を表しており、図１に対応している。この画像形成
装置では、例えば、図１４に示したように、５個の現像ユニット３０（３０ＳＹ，３０Ｓ
Ｍ，３０ＳＣ，３０Ｙ，３０Ｃ）が中間転写ベルト４１の移動方向（矢印Ｆ５）において
上流側から下流側に向かってこの順に配置されている。
【０２０３】
　特に、転写ユニット４０は、後述するように、中間転写ベルト４１に捺染トナー画像Ｚ
１および顔料トナー像Ｚ２がこの順に形成されたのち（図１９参照）、その中間転写ベル
ト４１から媒体Ｍに顔料トナー像Ｚ２および捺染トナー像Ｚ１を転写させる（図２０参照
）。
【０２０４】
　また、定着ユニット５０は、後述するように、媒体Ｍに顔料トナー像Ｚ２および捺染ト
ナー像Ｚ１が転写されたのち、その顔料トナーＺ２および捺染トナー像Ｚ１を媒体Ｍに定
着させる（図２１参照）。これにより、媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画
像Ｇ１を含む画像Ｇが形成される。
【０２０５】
＜２－２．ブロック構成＞
　本実施形態の画像形成装置のブロック構成は、例えば、画像形成制御部７１の制御内容
が異なることを除いて、上記した第１実施形態の画像形成装置のブロック構成（図３参照
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）と同様である。
【０２０６】
　この画像形成制御部７１は、第１実施形態と同様に、顔料トナー画像Ｇ２を形成する画
像形成ユニット３０Ｙ，３０Ｃなどの形成動作を制御すると共に、捺染トナー画像Ｇ１を
形成する画像形成ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣなどの形成動作を制御する（図
１９～図２１参照）。
【０２０７】
　具体的には、画像形成制御部７１は、媒体Ｍに画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染
トナー画像Ｇ１）が形成される際に、領域Ｒ１または領域Ｒ２に顔料トナー画像Ｇ２が形
成されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を
制御する。
【０２０８】
　この場合には、例えば、後述するように、顔料トナー画像Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１と
が互いに重ねられるようにしてもよいし（図１５Ａ、図１５Ｂ、図１７Ａおよび図１７Ｂ
参照）、顔料トナー画像Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１とが互いに重ねられずに互いに隣接さ
れるようにしてもよい（図１６Ａ、図１６Ｂ、図１８Ａおよび図１８Ｂ参照）。なお、顔
料トナー画像Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１とが互いに重ねられる場合には、顔料トナー画像
Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１とが互いに全体的に重ねられるようにしてもよいし（図１５Ａ
および図５１Ｂ参照）、顔料トナー画像Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１とが互いに部分的に重
ねられるようにしてもよい（図１７Ａおよび図１７Ｂ参照）。
【０２０９】
　また、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍの上に顔料トナー画像Ｇ２が形成された
のちに捺染トナー画像Ｇ１が形成されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺
染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する（図２１参照）。
【０２１０】
　なお、上記した画像形成制御部７１により形成動作が制御されながら媒体Ｍに形成され
る画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１）の詳細な構成に関しては、後
述する（図１５Ａおよび図１５Ｂ～図１８Ａおよび図１８Ｂ参照）。
【０２１１】
＜２－３．画像の構成＞
　画像Ｇの構成、より具体的には顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞ
れの構成は、上記したように画像形成制御部７１により形成動作が制御されながら顔料ト
ナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれが形成されれば、特に限定されない。
【０２１２】
　具体的には、画像Ｇの構成としては、例えば、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画
像Ｇ１のそれぞれを構成する複数の画像単位の種類に応じて、様々な構成が考えられる。
ここでは、第１実施形態と同様に、複数の線状の画像単位（複数の画像単位線Ｌ）を用い
る場合を例に挙げることにより、いくつかの画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナ
ー画像Ｇ１）の具体的な構成例に関して説明する。以下で説明する複数の画像単位線Ｌ１
，Ｌ２のそれぞれの構成に関する詳細は、上記した通りである。
【０２１３】
［構成例５］
　図１５Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位線Ｌに関する構成例５）を表しており、図５Ａに対応している。図１５Ｂは
、図１５Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそ
れぞれの断面構成を表しており、図５Ｂに対応している。
【０２１４】
　図１５Ａおよび図１５Ｂのそれぞれでは、図４に示した媒体Ｍの一部（部分Ｗ）を拡大
している。この補足事項は、後述する図１６Ａおよび図１６Ｂ～図１８Ａおよび図１８Ｂ
に関しても同様である。
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【０２１５】
　図１５Ａおよび図１５Ｂに示した構成例５では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されたのち、その顔料トナー画像Ｇ２の上に捺染トナー
画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が形成されているため、媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
および捺染トナー画像Ｇ１がこの順に積層されている。すなわち、例えば、複数の画像単
位線Ｌ２のそれぞれの上に複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれが配置されている。
【０２１６】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれの全体と複数の画像単位線Ｌ１のそれ
ぞれの全体とがＺ軸方向において互いに重ねられている。より具体的には、例えば、１本
の画像単位線Ｌ２と１本の画像単位線Ｌ１とが互いに全体的に重ねられることにより複数
の集合画像単位線Ｌ１２が形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ１２がＸ軸方向
において間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数
の画像単位線Ｌ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画
像単位線Ｌ２）も領域Ｒ１に形成されている。
【０２１７】
　この構成例５では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ２お
よび複数の画像単位線Ｌ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作
および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｚ軸方向において複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれの全体と複数の画像単位線Ｌ１のそ
れぞれの全体とが互いに重ねられるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染ト
ナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２１８】
［構成例６］
　図１６Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位線Ｌに関する構成例６）を表しており、図１５Ａに対応している。図１６Ｂ
は、図１６Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１の
それぞれの断面構成を表しており、図１５Ｂに対応している。
【０２１９】
　図１６Ａおよび図１６Ｂに示した構成例６では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されたのち、その媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１（複数の
画像単位線Ｌ１）が形成されている。
【０２２０】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれと複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれと
がＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、１本の画像単位線
Ｌ２と１本の画像単位線Ｌ１とが互いに隣接されることにより複数の集合画像単位線Ｌ１
２が形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ１２がＸ軸方向において間隔Ｐを隔て
ながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が
領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が領域
Ｒ２に形成されている。
【０２２１】
　この構成例６では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ２お
よび複数の画像単位線Ｌ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作
および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｘ軸方向において複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれ（１本の画像単位線Ｌ２）と複数の
画像単位線Ｌ１のそれぞれ（１本の画像単位線Ｌ１）とが互いに隣接されるように、顔料
トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２２２】
［構成例７］
　図１７Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位線Ｌに関する構成例７）を表しており、図１５Ａに対応している。図１７Ｂ
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は、図１７Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１の
それぞれの断面構成を表しており、図１５Ｂに対応している。
【０２２３】
　図１７Ａおよび図１７Ｂに示した構成例７では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されたのち、その顔料トナー画像Ｇ２の上に捺染トナー
画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が形成されている。
【０２２４】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれの一部と複数の画像単位線Ｌ１のそれ
ぞれの一部とがＺ軸方向において互いに重ねられている。すなわち、例えば、複数の画像
単位線Ｌ１のそれぞれが複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれに対して部分的に乗り上げるよ
うに形成されている。このため、例えば、複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれのうちの一部
は、媒体Ｍの上に配置されているのに対して、その複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれのう
ちの残りの部分は、複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれの上に配置されている。より具体的
には、例えば、１本の画像単位線Ｌ２と１本の画像単位線Ｌ１とが互いに部分的に重ねら
れることにより複数の集合画像単位線Ｌ１２が形成されており、その複数の集合画像単位
線Ｌ１２がＸ軸方向において間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染ト
ナー画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー
画像Ｇ２（複数の画像単位線Ｌ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２２５】
　この構成例７では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ２お
よび複数の画像単位線Ｌ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作
および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｚ軸方向において複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれの一部と複数の画像単位線Ｌ１のそ
れぞれの一部とが互いに重ねられるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染ト
ナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２２６】
［構成例８］
　図１８Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位線Ｌに関する構成例８）を表しており、図１５Ａに対応している。図１８Ｂ
は、図１８Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１の
それぞれの断面構成を表しており、図１５Ｂに対応している。
【０２２７】
　図１８Ａおよび図１８Ｂに示した構成例８では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位線Ｌ２）が形成されたのち、その顔料トナー画像Ｇ２の上に捺染トナー
画像Ｇ１（複数の画像単位線Ｌ１）が形成されている。
【０２２８】
　また、例えば、複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれと複数の画像単位線Ｌ１のそれぞれと
がＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、２本の画像単位線
Ｌ２と２本の画像単位線Ｌ１とが互いに隣接されると共に交互に配置されることにより複
数の集合画像単位線Ｌ１２が形成されており、その複数の集合画像単位線Ｌ１２がＸ軸方
向において間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複
数の画像単位線Ｌ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の
画像単位線Ｌ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２２９】
　この構成例８では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位線Ｌ２お
よび複数の画像単位線Ｌ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作
および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７１は、例えば
、Ｘ軸方向において複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれ（２本の画像単位線Ｌ２）と複数の
画像単位線Ｌ１のそれぞれ（２本の画像単位線Ｌ１）とが互いに隣接されるように、顔料
トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
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【０２３０】
＜２－４．動作＞
　本実施形態の画像形成装置の動作は、画像Ｇの形成工程において、顔料トナー画像Ｇ２
が形成されたのちに捺染トナー画像Ｇ１が形成されるように顔料トナー画像Ｇ２の形成動
作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作が制御されることを除いて、上記した第１実施形
態の画像形成装置の動作と同様である。
【０２３１】
　図１９は、捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像Ｚ２が形成された中間転写ベルト４１
の断面構成を表しており、図９に対応している。図２０は、顔料トナー像Ｚ２および捺染
トナー像Ｚ１が転写された媒体Ｍの断面構成を表しており、図１０に対応している。図２
１は、画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１）が形成された媒体Ｍの断
面構成を表しており、図１１に対応している。
【０２３２】
　具体的には、現像処理および１次転写処理では、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３
０ＳＣのそれぞれにおいて感光体ドラム３２の表面（静電潜像）に捺染トナー（捺染イエ
ロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナー）が付着されたのち、その捺染
トナーが中間転写ベルト４１に転写される。続いて、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃのそれ
ぞれにおいて感光体ドラム３２の表面（静電潜像）に顔料トナー（顔料イエロートナーお
よび顔料シアントナー）が付着されたのち、その顔料トナーが中間転写ベルト４１に転写
される。
【０２３３】
　これにより、図１９に示したように、中間転写ベルト４１に捺染トナー（捺染イエロー
トナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナー）を用いて捺染トナー像Ｚ１が形成
されたのち、顔料トナー（顔料イエロートナーおよび顔料シアントナー）を用いて顔料ト
ナー像Ｚ２が形成される。
【０２３４】
　こののち、２次転写処理が行われることにより、図２０に示したように、媒体Ｍに顔料
トナー像Ｚ２および捺染トナー像Ｚ１が転写される。よって、定着処理が行われることに
より、図２１に示したように、媒体Ｍに画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画
像Ｇ１）が形成される。図２１では、図示内容を簡略化するために顔料トナー画像Ｇ２お
よび捺染トナー画像Ｇ１がこの順に積層されているが、顔料トナー画像Ｇ２および捺染ト
ナー画像Ｇ１のそれぞれの構成は、例えば、上記した構成例５～８のうちのいずれでもよ
い。
【０２３５】
＜２－５．作用および効果＞
　本実施形態の画像形成装置では、媒体Ｍに画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナ
ー画像Ｇ１）を形成する際に、領域Ｒ１または領域Ｒ２に顔料トナー画像Ｇ２が形成され
るように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御し
ている。この場合には、上記した第１実施形態と同様の理由により、顔料により画像Ｉの
濃度が補填されるため、その画像Ｉの濃度が経時的に変化しにくくなると共に、捺染トナ
ー画像Ｇ１の形成範囲に対して顔料トナー画像Ｇ２の形成範囲が適正化されるため、画像
Ｇが捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２を含んでいても色ずれなどの画質不良
が認識されにくくなる。よって、第１実施形態と同様に、媒体Ｍに形成された画像Ｇを布
地などの他媒体Ｌに転写させた際に、その他媒体Ｌに高品質な画像Ｉを形成することがで
きる。
【０２３６】
　特に、顔料トナー画像Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１とが互いに全体的または部分的に重ね
られるように顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作が制御
されれば、顔料トナー画像Ｇ２と捺染トナー画像Ｇ１とが互いに隣接されるように顔料ト
ナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作が制御される場合と比較し
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て、色ずれなどがより認識されにくくなるため、より高い効果を得ることができる。
【０２３７】
　また、媒体Ｍの上に顔料トナー画像Ｇ２が形成されたのちに捺染トナー画像Ｇ１が形成
されるように顔料トナー画像Ｇ２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作が制御
されれば、上記したように、媒体Ｍから他媒体Ｌに画像Ｇが安定に転写されるため、その
他媒体Ｌに画像Ｉが安定に形成される。よって、画像Ｉの形成に関する再現性が向上する
ため、より高い効果を得ることができる。
【０２３８】
　この場合には、画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１）の構成が上記
した構成例５～８のうちのいずれかであれば、画像Ｉの形成に関する再現性がより向上す
るため、さらに高い効果を得ることができる。
【０２３９】
＜３．画像の用途＞
　次に、上記した画像形成装置を用いて形成される画像Ｇの用途に関して説明する。
【０２４０】
　画像形成装置により媒体Ｍに形成された画像Ｇは、上記したように、加熱されることに
より媒体Ｍ以外の他媒体Ｌに移行可能である捺染染料の特性（昇華転写性）を利用して、
その媒体Ｍから他媒体Ｌに転写可能である。よって、画像Ｇは、他媒体Ｌの種類に応じて
様々な用途に用いられる。
【０２４１】
　他媒体Ｌの種類は、特に限定されないが、例えば、紙、布地、木材、金属、ガラス、陶
器および樹脂などである。より具体的には、布地は、例えば、Ｔシャツなどの衣類である
と共に、陶器は、例えば、マグカップなどの食器である。ただし、布地は、衣類に限られ
ないと共に、陶器は、食器に限られない。樹脂は、例えば、上記したポリエステル系樹脂
に限られず、ポリエステル系樹脂以外の樹脂でもよい。
【０２４２】
＜３－１．画像形成装置（第１実施形態）により形成された画像＞
　まず、第１実施形態の画像形成装置により形成された画像Ｇの用途として、媒体Ｍから
他媒体Ｌに対する画像Ｇの転写方法に関して説明する。
【０２４３】
　ここでは、例えば、上記したように、媒体Ｍに形成された画像Ｇが他媒体Ｌ（布地）に
転写される場合に関して説明する。ここで説明する画像Ｇの転写方法は、例えば、加熱源
としてアイロンを用いたアイロンプリントである。ただし、加熱源の種類は、アイロンに
限定されない。他媒体Ｌは、例えば、Ｔシャツなどの衣類であり、そのＴシャツの素材（
材質）は、特に限定されない。
【０２４４】
　図２２および図２３のそれぞれは、媒体Ｍから他媒体Ｌに対する画像Ｇの転写方法を説
明するために、媒体Ｍおよび他媒体Ｌのそれぞれの断面構成を表しており、図１１に対応
している。
【０２４５】
　他媒体Ｌに画像Ｇを転写させる場合には、まず、図２２に示したように、転写対象であ
る他媒体Ｌに対して、画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）が形成さ
れた媒体Ｍを対向させる。この場合には、顔料トナー画像Ｇ２が他媒体Ｌに対向するよう
に媒体Ｍが配置される。
【０２４６】
　続いて、他媒体Ｌに媒体Ｍを密着させたのち、その媒体Ｍにアイロンを押し当てること
により、その媒体Ｍに熱エネルギーＨを供給する。図２２では、熱エネルギーＨだけを示
しており、アイロンの図示を省略している。なお、アイロンの温度、他媒体Ｌに対するア
イロンの押し当て時間およびアイロンを介して媒体Ｍに供給される加重などの条件は、任
意に設定可能である。



(33) JP 6972979 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

【０２４７】
　これにより、図２３に示したように、熱エネルギーＨを利用して、捺染トナー画像Ｇ１
から剥離された顔料トナー画像Ｇ２が他媒体Ｌに転写されると共に、その捺染トナー画像
Ｇ１（捺染トナー）中に含まれている捺染染料Ｎが他媒体Ｌに移行する。この場合には、
捺染トナー画像１のうちの一部が顔料トナー画像Ｇ２と一緒に他媒体Ｌに転写される。こ
れにより、捺染染料Ｎのうちの一部により他媒体Ｌが染色されると共に、その捺染染料Ｎ
のうちの残りが捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれに定着する。よ
って、画像Ｇに対応する画像Ｉが他媒体Ｌに形成される。
【０２４８】
　この場合には、上記したように、画像Ｇの形成工程において捺染トナー画像Ｇ１が形成
されたのちに顔料トナー画像Ｇ２が形成されていると、その画像Ｇが他媒体Ｌに転写され
ることにより、画像Ｉの濃度が経時的に変化しにくくなる。よって、画像Ｉの画質が維持
されやすくなるため、他媒体Ｌに高品質な画像Ｉを形成することができる。
【０２４９】
＜３－２．画像形成装置（第２実施形態）により形成された画像＞
　また、第２実施形態の画像形成装置により形成された画像Ｇの用途として、媒体Ｍから
他媒体Ｌに対する画像Ｇの転写方法に関して説明する。第２実施形態の画像形成装置によ
り形成された画像Ｇの転写方法に関する詳細は、例えば、以下で説明することを除いて、
上記した第１実施形態の画像形成装置により形成された画像Ｇの転写方法に関する詳細と
同様である。
【０２５０】
　図２４および図２５のそれぞれは、画像Ｇの転写方法を説明するために媒体Ｍおよび他
媒体Ｌのそれぞれの断面構成を表しており、図２２および図２３に対応している。
【０２５１】
　他媒体Ｌに画像Ｇを転写させる場合には、まず、図２４に示したように、画像Ｇ（顔料
トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１）が形成された媒体Ｍを他媒体Ｌに対して対向
させたのち、アイロンを用いて媒体Ｍに熱エネルギーＨを供給する。この場合には、捺染
トナー画像Ｇ１が他媒体Ｌに対向するように媒体Ｍが配置される。これにより、図２５に
示したように、熱エネルギーＨを利用して、顔料トナー画像Ｇ２から剥離された捺染トナ
ー画像Ｇ１が他媒体Ｌに転写されると共に、その捺染トナー画像Ｇ１（捺染トナー）中に
含まれている捺染染料Ｎが他媒体Ｌに移行する。この場合には、顔料トナー画像Ｇ２のう
ちの一部が捺染トナー画像Ｇ１と一緒に他媒体Ｌに転写されると共に、その捺染トナー画
像Ｇ１のうちの残りが媒体Ｍに残存する。これにより、捺染染料Ｎのうちの一部により他
媒体Ｌが染色される。よって、画像Ｇに対応する画像Ｉが他媒体Ｌに形成される。
【０２５２】
　この場合には、上記したように、画像Ｇの形成工程において顔料トナー画像Ｇ２が形成
されたのちに捺染トナー画像Ｇ１が形成されていると、その画像Ｇが他媒体Ｌに転写され
ることにより、その捺染トナー画像Ｇ１が直接的に他媒体Ｌに接触するように転写される
ため、捺染染料Ｎに由来する画像Ｉの発色性（濃度）が高くなる。しかも、画像Ｉのうち
の最上層が顔料トナー画像Ｇ２になることにより、捺染染料Ｎにより他媒体Ｌが染色され
る際に、その他媒体Ｌが顔料トナー画像Ｇ２により外部から保護されながら捺染染料Ｎに
より染色されるため、外力などの外部要因に起因した捺染染料Ｎによる染色量（着色量）
の損失は低減される。よって、画像Ｉの画質が向上するため、他媒体Ｌに高品質な画像Ｉ
を形成することができる。
【０２５３】
＜４．変形例＞
　上記した画像形成装置の構成は、適宜、変更可能である。
【０２５４】
［変形例１］
　第１実施形態では、図５Ａおよび図５Ｂ～図８Ａおよび図８Ｂに示したように、複数の
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画像単位として、複数の線状の画像単位（複数の画像単位線Ｌ）を用いた。しかしながら
、複数の画像単位の種類は、特に限定されないため、任意に変更可能である。
【０２５５】
　具体的には、例えば、図５Ａおよび図５Ｂ～図８Ａおよび図８Ｂに対応する図２６Ａお
よび図２６Ｂ～図２９Ａおよび図２９Ｂに示したように、複数の画像単位として、複数の
ドット状の画像単位（複数の画像単位ドットＤ）を用いてもよい。これらの場合において
も、上記したように画像形成制御部７１により形成動作が制御されながら媒体Ｍに画像Ｇ
（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）が形成されることにより、同様の効果
を得ることができる。
【０２５６】
（変形例１－１）
　図２６Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例１－１）を表しており、図５Ａに対応している。図
２６Ｂは、図２６Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像
Ｇ２のそれぞれの断面構成を表しており、図５Ｂに対応している。
【０２５７】
　図２６Ａおよび図２６Ｂに示した変形例１－１では、捺染トナー画像Ｇ１は、例えば、
複数の画像単位ドットＤ（Ｄ１）を含んでいると共に、顔料トナー画像Ｇ２は、例えば、
複数の画像単位ドットＤ（Ｄ２）を含んでいる。ここで、複数の画像単位ドットＤ１は、
本発明の一実施形態の「複数の捺染トナー画像単位」である。また、複数の画像単位ドッ
トＤ２は、本発明の一実施形態の「複数の顔料トナー画像単位」である。
【０２５８】
　複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれの平面形状は、特に限定されないが、例えば、円
形である。複数の画像単位ドットＤ１は、例えば、Ｘ軸方向において間隔Ｐを隔てながら
配列されていると共に、そのＸ軸方向と交差するＹ軸方向において間隔Ｐを隔てながら配
列されている。すなわち、複数の画像単位ドットＤ１は、例えば、複数行×複数列となる
ようにマトリクス状に配置されている。なお、Ｘ軸方向における間隔ＰとＹ軸方向におけ
る間隔Ｐとは、互いに同じでもよいし、互いに異なってもよい。
【０２５９】
　複数の画像単位ドットＤ２の平面形状および配列状態は、例えば、上記した複数の画像
単位ドットＤ１の平面形状および配列状態と同様である。図２６Ａでは、複数の画像単位
ドットＤ２に濃い網掛けを施している。
【０２６０】
　上記した捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＬ１）および顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位ドットＬ２）のそれぞれの構成は、後述する図２７Ａおよび図２７Ｂ～
図２９Ａ～図２９Ｂにおいても同様である。
【０２６１】
　ここでは、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が形成
されたのち、その捺染トナー画像Ｇ１の上に顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドット
Ｄ２）が形成されているため、媒体Ｍの上に捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ
２がこの順に積層されている。すなわち、例えば、複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれ
の上に複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれが配置されている。
【０２６２】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれの全体と複数の画像単位ドットＤ
２のそれぞれの全体とがＺ軸方向において互いに重ねられている。より具体的には、例え
ば、１個の画像単位ドットＤ１と１個の画像単位ドットＤ２とが互いに全体的に重ねられ
ることにより複数の集合画像単位ドットＤ１２が形成されており、その複数の集合画像単
位ドットＤ１２がＸ軸方向およびＹ軸方向のそれぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列さ
れている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１
に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）も領域Ｒ１



(35) JP 6972979 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

に形成されている。
【０２６３】
　この変形例１－１では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ１および複数の画像単位ドットＤ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ
１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｚ軸方向において複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれの全体と複数の画
像単位ドットＤ２のそれぞれの全体とが互いに重ねられるように、捺染トナー画像Ｇ１の
形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０２６４】
（変形例１－２）
　図２７Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例１－２）を表しており、図６Ａに対応している。図
２７Ｂは、図２７Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像
Ｇ２のそれぞれの断面構成を表しており、図６Ｂに対応している。
【０２６５】
　図２７Ａおよび図２７Ｂに示した変形例１－２では、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像
Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されたのち、その媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されている。図２７Ａでは、複数の画像単位ドット
Ｄ１に淡い網掛けを施していると共に、複数の画像単位ドットＤ２に濃い網掛けを施して
いる。
【０２６６】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれと複数の画像単位ドットＤ２のそ
れぞれとがＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、１個の画
像単位ドットＤ１と１個の画像単位ドットＤ２とが互いに隣接されることにより複数の集
合画像単位ドットＤ１２が形成されており、その複数の集合画像単位ドットＤ１２がＸ軸
方向およびＹ軸方向のそれぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合に
は、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１に形成されていると共
に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２６７】
　この変形例１－２では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ１および複数の画像単位ドットＤ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ
１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｘ軸方向において複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれと複数の画像単位
ドットＤ２のそれぞれとが互いに隣接されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作およ
び顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０２６８】
（変形例１－３）
　図２８Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例１－３）を表しており、図７Ａに対応している。図
２８Ｂは、図２８Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像
Ｇ２のそれぞれの断面構成を表しており、図７Ｂに対応している。
【０２６９】
　図２８Ａおよび図２８Ｂに示した変形例１－３では、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像
Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されたのち、その捺染トナー画像Ｇ１の上に顔
料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されている。
【０２７０】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれの一部と複数の画像単位ドットＤ
２のそれぞれの一部とがＺ軸方向において互いに重ねられている。すなわち、例えば、複
数の画像単位ドットＤ２のそれぞれが複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれに対して部分
的に乗り上げるように形成されている。このため、例えば、複数の画像単位ドットＤ２の
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それぞれのうちの一部は、媒体Ｍの上に配置されているのに対して、その複数の画像単位
ドットＤ２のそれぞれのうちの残りの部分は、複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれの上
に配置されている。より具体的には、例えば、１個の画像単位ドットＤ１と１個の画像単
位ドットＤ２とが互いに部分的に重ねられることにより複数の集合画像単位ドットＤ１２
が形成されており、その複数の集合画像単位ドットＤ１２がＸ軸方向およびＹ軸方向のそ
れぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１
（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位ドットＤ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２７１】
　この変形例１－３では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ１および複数の画像単位ドットＤ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ
１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｚ軸方向において複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれの一部と複数の画
像単位ドットＤ２のそれぞれの一部とが互いに重ねられるように、捺染トナー画像Ｇ１の
形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０２７２】
（変形例１－４）
　図２９Ａは、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例１－４）を表しており、図８Ａに対応している。図
２９Ｂは、図２９Ａに示したＡ－Ａ線に沿った捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像
Ｇ２のそれぞれの断面構成を表しており、図９Ｂに対応している。
【０２７３】
　図２９Ａおよび図２９Ｂに示した変形例１－４では、例えば、媒体Ｍに捺染トナー画像
Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されたのち、その媒体Ｍに顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されている。
【０２７４】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれと複数の画像単位ドットＤ２のそ
れぞれとがＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、２個の画
像単位ドットＤ１と２個の画像単位ドットＤ２とが互いに隣接されることにより複数の集
合画像単位ドットＤ１２が形成されており、その複数の集合画像単位ドットＤ１２がＸ軸
方向およびＹ軸方向のそれぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合に
は、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１に形成されていると共
に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２７５】
　この変形例１－４では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ１および複数の画像単位ドットＤ２がこの順に形成されるように、捺染トナー画像Ｇ
１の形成動作および顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｘ軸方向において複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれと複数の画像単位
ドットＤ２のそれぞれとが互いに隣接されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作およ
び顔料トナー画像Ｇ２の形成動作を制御する。
【０２７６】
［変形例２］
　第２実施形態では、図１５Ａおよび図１５Ｂ～図１８Ａおよび図１８Ｂに示したように
、複数の画像単位として、複数の線状の画像単位（複数の画像単位線Ｌ）を用いた。しか
しながら、複数の画像単位の種類は、特に限定されないため、任意に変更可能である。
【０２７７】
　具体的には、例えば、図１５Ａおよび図１５Ｂ～図１８Ａおよび図１８Ｂに対応する図
３０Ａおよび図３０Ｂ～図３３Ａおよび図３３Ｂに示したように、複数の画像単位として
、複数のドット状の画像単位（複数の画像単位ドットＤ）を用いてもよい。これらの場合
においても、上記した画像形成制御部７１により形成動作が制御されながら媒体Ｍに画像
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Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１）が形成されることにより、同様の効
果を得ることができる。
【０２７８】
（変形例２－１）
　図３０Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例２－１）を表しており、図１５Ａおよび図２６Ａに
対応している。図３０Ｂは、図３０Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２およ
び捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの断面構成を表しており、図１５Ｂおよび図２６Ｂに対
応している。
【０２７９】
　図３０Ａおよび図３０Ｂに示した変形例２－１では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されたのち、その顔料トナー画像Ｇ２の上に捺
染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されているため、媒体Ｍの上に顔
料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１がこの順に積層されている。すなわち、例え
ば、複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれの上に複数の画像単位ドットＤ１のそれぞれが
配置されている。
【０２８０】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれの全体と複数の画像単位ドットＤ
１のそれぞれの全体とがＺ軸方向において互いに重ねられている。より具体的には、例え
ば、１個の画像単位ドットＤ２と１個の画像単位ドットＤ１とが互いに全体的に重ねられ
ることにより複数の集合画像単位ドットＤ１２が形成されており、その複数の集合画像単
位ドットＤ１２がＸ軸方向およびＹ軸方向のそれぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列さ
れている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１
に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）も領域Ｒ１
に形成されている。
【０２８１】
　この変形例２－１では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ２および複数の画像単位ドットＤ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ
２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｚ軸方向において複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれの全体と複数の画
像単位ドットＤ１のそれぞれの全体とが互いに重ねられるように、顔料トナー画像Ｇ２の
形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２８２】
（変形例２－２）
　図３１Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例２－２）を表しており、図１６Ａおよび図２７Ａに
対応している。図３１Ｂは、図３１Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２およ
び捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの断面構成を表しており、図１６Ｂおよび図２７Ｂに対
応している。
【０２８３】
　図３１Ａおよび図３１Ｂに示した変形例２－２では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されたのち、その媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１
（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されている。
【０２８４】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれと複数の画像単位ドットＤ１のそ
れぞれとがＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、１個の画
像単位ドットＤ２と１個の画像単位ドットＤ１とが互いに隣接されることにより複数の集
合画像単位ドットＤ１２が形成されており、その複数の集合画像単位ドットＤ１２がＸ軸
方向およびＹ軸方向のそれぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合に
は、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１に形成されていると共
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に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２８５】
　この変形例２－２では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ２および複数の画像単位ドットＤ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ
２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｘ軸方向において複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれと複数の画像単位
ドットＤ１のそれぞれとが互いに隣接されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作およ
び捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２８６】
（変形例２－３）
　図３２Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例２－３）を表しており、図１７Ａおよび図２８Ａに
対応している。図３２Ｂは、図３２Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２およ
び捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの断面構成を表しており、図１７Ｂおよび図２８Ｂに対
応している。
【０２８７】
　図３２Ａおよび図３２Ｂに示した変形例２－３では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されたのち、その顔料トナー画像Ｇ２の上に捺
染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されている。
【０２８８】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれの一部と複数の画像単位ドットＤ
１のそれぞれの一部とがＺ軸方向において互いに重ねられている。すなわち、例えば、複
数の画像単位ドットＤ１のそれぞれが複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれに対して部分
的に乗り上げるように形成されている。このため、例えば、複数の画像単位ドットＤ１の
それぞれのうちの一部は、媒体Ｍの上に配置されているのに対して、その複数の画像単位
ドットＤ１のそれぞれのうちの残りの部分は、複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれの上
に配置されている。より具体的には、例えば、１個の画像単位ドットＤ２と１個の画像単
位ドットＤ１とが互いに部分的に重ねられることにより複数の集合画像単位ドットＤ１２
が形成されており、その複数の集合画像単位ドットＤ１２がＸ軸方向およびＹ軸方向のそ
れぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１
（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１に形成されていると共に、顔料トナー画像Ｇ２
（複数の画像単位ドットＤ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２８９】
　この変形例２－３では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ２および複数の画像単位ドットＤ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ
２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｚ軸方向において複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれの一部と複数の画
像単位ドットＤ１のそれぞれの一部とが互いに重ねられるように、顔料トナー画像Ｇ２の
形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２９０】
（変形例２－４）
　図３３Ａは、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの平面構成（複
数の画像単位ドットＤに関する変形例２－４）を表しており、図１８Ａおよび図２９Ａに
対応している。図３３Ｂは、図３３Ａに示したＡ－Ａ線に沿った顔料トナー画像Ｇ２およ
び捺染トナー画像Ｇ１のそれぞれの断面構成を表しており、図１８Ｂおよび図２９Ｂに対
応している。
【０２９１】
　図３３Ａおよび図３３Ｂに示した変形例２－４では、例えば、媒体Ｍに顔料トナー画像
Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が形成されたのち、その媒体Ｍに捺染トナー画像Ｇ１
（複数の画像単位ドットＤ１）が形成されている。
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【０２９２】
　また、例えば、複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれと複数の画像単位ドットＤ１のそ
れぞれとがＸ軸方向において互いに隣接されている。より具体的には、例えば、２個の画
像単位ドットＤ２と２個の画像単位ドットＤ１とが互いに隣接されることにより複数の集
合画像単位ドットＤ１２が形成されており、その複数の集合画像単位ドットＤ１２がＸ軸
方向およびＹ軸方向のそれぞれにおいて間隔Ｐを隔てながら配列されている。この場合に
は、捺染トナー画像Ｇ１（複数の画像単位ドットＤ１）が領域Ｒ１に形成されていると共
に、顔料トナー画像Ｇ２（複数の画像単位ドットＤ２）が領域Ｒ２に形成されている。
【０２９３】
　この変形例２－４では、画像形成制御部７１は、例えば、媒体Ｍに複数の画像単位ドッ
トＤ２および複数の画像単位ドットＤ１がこの順に形成されるように、顔料トナー画像Ｇ
２の形成動作および捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。また、画像形成制御部７
１は、例えば、Ｘ軸方向において複数の画像単位ドットＤ２のそれぞれと複数の画像単位
ドットＤ１のそれぞれとが互いに隣接されるように、顔料トナー画像Ｇ２の形成動作およ
び捺染トナー画像Ｇ１の形成動作を制御する。
【０２９４】
［変形例３］
　第１実施形態では、図８Ａおよび図８Ｂに示したように、２本の画像単位線Ｌ１および
２本の画像単位線Ｌ２により集合画像単位線Ｌ１２が形成されるようにした。しかしなが
ら、集合画像単位線Ｌ１２に含まれる画像単位線Ｌ１の本数は、２本に限定されないため
、３本以上でもよいと共に、集合画像単位線Ｌ１２に含まれる画像単位線Ｌ２の本数は、
２本に限定されないため、３本以上でもよい。画像単位線Ｌ１の本数と画像単位線Ｌ２の
本数とは、互いに同じでもよいし、互いに異なってもよい。このことは、第２実施形態（
図１８Ａおよび図１８Ｂ）に関しても同様である。
【０２９５】
　また、変形例１（変形例１－４）では、図２９Ａおよび図２９Ｂに示したように、２個
の画像単位ドットＤ１および２個の画像単位ドットＤ２により集合画像単位ドットＤ１２
が形成されるようにした。しかしながら、集合画像単位ドットＤ１２に含まれる画像単位
ドットＤ１の個数は、２個に限定されないため、３個以上でもよいと共に、集合画像単位
ドットＤ１２に含まれる画像単位ドットＤ２の個数は、２個に限定されないため、３個以
上でもよい。画像単位ドットＤ１の個数と画像単位ドットＤ２の個数とは、互いに同じで
もよいし、互いに異なってもよい。このことは、変形例２（変形例２－４である図３３Ａ
および図３３Ｂ）に関しても同様である。
【０２９６】
　これらの場合においても、上記した画像形成制御部７１により形成動作が制御されなが
ら媒体Ｍに画像Ｇ（顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１）が形成されることに
より、同様の効果を得ることができる。
【０２９７】
［変形例４］
　中間転写ベルト媒体４１を用いて媒体Ｍに画像を形成する中間転写方式の画像形成装置
に関して説明したが、その中間転写ベルト４１を用いずに媒体Ｍに画像を形成する直接転
写方式の画像形成装置でもよい。
【０２９８】
（変形例４－１）
　具体的には、第１実施形態では、例えば、図１に対応する図３４に示した直接転写方式
の画像形成装置を用いてもよい。この直接転写方式の画像形成装置は、例えば、以下で説
明することを除いて、中間転写方式の画像形成装置（図１～図３）と同様の構成を有して
いる。
【０２９９】
　第１に、画像形成装置は、転写ユニット４０の代わりに、５個の１次転写ローラ４５（
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４５Ｙ，４５Ｃ，４５ＳＹ，４５ＳＭ，４５ＳＣ）に対応する５個の転写ローラ４８（４
８Ｙ，４８Ｃ，４８ＳＹ，４８ＳＭ，４８ＳＣ）を備えている。第２に、現像ユニット３
０（３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ）および転写ローラ４８（４８Ｙ，
４８Ｃ，４８ＳＹ，４８ＳＭ，４８ＳＣ）は、搬送経路Ｒ１に沿うように配列されている
。第３に、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣおよび転写ロー
ラ４８Ｙ，４８Ｃ，４８ＳＹ，４８ＳＭ，４８ＳＣは、例えば、搬送経路Ｒ１における媒
体Ｍの搬送方向において上流側から下流側に向かってこの順に配置されている。
【０３００】
　直接転写方式の画像形成装置の動作は、例えば、１次転写処理および２次転写処理の代
わりに転写処理を行うことを除いて、中間転写方式の画像形成装置の動作と同様である。
この転写処理の内容は、１次転写処理の内容と同様である。すなわち、転写処理では、現
像処理において静電潜像に付着された顔料トナーおよび捺染トナーのそれぞれが媒体Ｍに
転写される。
【０３０１】
　ここで、画像形成ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ、転写ローラ４８ＳＹ，４８
ＳＭ，４８ＳＣおよび定着ユニット５０は、本発明の一実施形態の「第１画像形成部」で
ある。また、画像形成ユニット３０Ｙ，３０Ｃ、転写ローラ４８Ｙ，４８Ｃおよび定着ユ
ニット５０は、本発明の一実施形態の「第２画像形成部」である。
【０３０２】
　この直接転写方式の画像形成装置においても、例えば、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｃが
顔料トナーを用いて顔料トナー像Ｚ２を形成したのち、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ
，３０ＳＣが捺染トナーを用いて捺染トナー像Ｚ１を形成することにより、捺染トナー画
像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２を含む画像Ｇが媒体Ｍに形成される。よって、中間転写
方式の画像形成装置（第１実施形態）に関して説明した場合と同様の理由により、媒体Ｍ
に形成された画像Ｇを布地などの他媒体Ｌに転写させた際に、その他媒体Ｌに高品質な画
像Ｉを形成することができる。
【０３０３】
　直接転写方式の画像形成装置に関する他の作用および効果は、中間転写方式の画像形成
装置に関する他の作用および効果と同様である。
【０３０４】
（変形例４－２）
　具体的には、第２実施形態では、例えば、図１に対応する図３５に示した直接転写方式
の画像形成装置を用いてもよい。この直接転写方式の画像形成装置は、例えば、現像ユニ
ット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ，３０Ｙ，３０Ｃが搬送経路Ｒ１における媒体Ｍの搬
送方向において上流側から下流側に向かってこの順に配置されていることを除いて、上記
した変形例３－１において説明した直接転写方式の画像形成装置（図３４）と同様の構成
を有している。
【０３０５】
　直接転写方式の画像形成装置の動作は、例えば、捺染トナー像Ｚ１および顔料トナー像
Ｚ２の形成順序が異なることを除いて、変形例４－１において説明した直接転写方式の画
像形成装置の動作と同様である。具体的には、例えば、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ
，３０ＳＣが捺染トナーを用いて捺染トナー像Ｚ１を形成したのち、現像ユニット３０Ｙ
，３０Ｃが顔料トナーを用いて顔料トナー像Ｚ２を形成することにより、顔料トナー画像
Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１を含む画像Ｇが媒体Ｍに形成される。よって、中間転写方
式の画像形成装置（第２実施形態）に関して説明した場合と同様の理由により、媒体Ｍに
形成された画像Ｇを布地などの他媒体Ｌに転写させた際に、その他媒体Ｌに高品質な画像
Ｉを形成することができる。
【０３０６】
［変形例５］
　３種類の捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナ
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ー）および２種類の顔料トナー（顔料イエロートナーおよび顔料シアントナー）を用いる
ことにより、合計で５種類のトナーを用いた。しかしながら、トナーの種類、すなわち捺
染トナーの種類および顔料トナーの種類のそれぞれは、特に限定されないため、任意に変
更可能である。
【０３０７】
　具体的には、例えば、３種類の捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナー
および捺染シアントナー）および３種類の顔料トナー（顔料イエロートナー、顔料マゼン
タトナーおよび顔料シアントナー）を用いることにより、合計で６種類のトナーを用いて
もよい。この顔料マゼンタトナーは、例えば、着色剤としてイエロー顔料に代えてマゼン
タ顔料を含んでいることを除いて、顔料イエロートナーと同様の構成を有している。マゼ
ンタ顔料は、例えば、キナクリドンなどである。
【０３０８】
　この場合には、例えば、顔料マゼンタトナーを用いて現像処理を行う現像ユニット３０
Ｍを画像形成装置に追加すればよい。具体的には、第１実施形態（図１参照）では、例え
ば、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣが中間転写ベ
ルト４１の移動方向（矢印Ｆ５）において上流側から下流側に向かってこの順に配置され
る。第２実施形態（図１４参照）では、例えば、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０
ＳＣ，３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃが中間転写ベルト４１の移動方向（矢印Ｆ５）において上
流側から下流側に向かってこの順に配置される。変形例４－１（図３４参照）では、例え
ば、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣが搬送経路Ｒ
１における媒体Ｍの搬送方向において上流側から下流側に向かってこの順に配置される。
変形例４－２（図３５参照）では、例えば、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ
，３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃが搬送経路Ｒ１における媒体Ｍの搬送方向において上流側から
下流側に向かってこの順に配置される。
【０３０９】
　また、例えば、３種類の捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび
捺染シアントナー）および４種類の顔料トナー（顔料イエロートナー、顔料マゼンタトナ
ー、顔料シアントナーおよび顔料ブラックトナー）を用いることにより、合計で７種類の
トナーを用いてもよい。この顔料ブラックトナーは、例えば、着色剤としてイエロー顔料
に代えてブラック顔料を含んでいることを除いて、顔料イエロートナーと同様の構成を有
している。ブラック顔料は、例えば、カーボンなどである。
【０３１０】
　この場合には、例えば、顔料マゼンタトナーを用いて現像処理を行う現像ユニット３０
Ｍと、顔料ブラックトナーを用いて現像処理を行う現像ユニット３０Ｋとを画像形成装置
に追加すればよい。具体的には、第１実施形態（図１参照）では、例えば、現像ユニット
３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０Ｋ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣが中間転写ベルト４１
の移動方向（矢印Ｆ５）において上流側から下流側に向かってこの順に配置される。第２
実施形態（図１４参照）では、例えば、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ，３
０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０Ｋが中間転写ベルト４１の移動方向（矢印Ｆ５）において上
流側から下流側に向かってこの順に配置される。変形例４－１（図３４参照）では、例え
ば、現像ユニット３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０Ｋ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣが搬
送経路Ｒ１における媒体Ｍの搬送方向において上流側から下流側に向かってこの順に配置
される。変形例４－２（図３５参照）では、例えば、現像ユニット３０ＳＹ，３０ＳＭ，
３０ＳＣ，３０Ｙ，３０Ｍ，３０Ｃ，３０Ｋが搬送経路Ｒ１における媒体Ｍの搬送方向に
おいて上流側から下流側に向かってこの順に配置される。
【０３１１】
　これらの場合においても、上記した画像形成制御部７１により形成動作が制御されなが
ら媒体Ｍに画像Ｇ（捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２）が形成されることに
より、同様の効果を得ることができる。
【実施例】
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【０３１２】
　本発明の実施例に関して、詳細に説明する。
【０３１３】
（実験例１－１～１－１５）
　以下の手順により、画像形成装置を用いて媒体Ｍに画像Ｇを形成したのち、その画像の
性能を評価した。
【０３１４】
［画像形成装置などの準備］
　最初に、画像形成装置、トナーおよび媒体Ｍを準備した。画像形成装置としては、株式
会社沖データ製のカラープリンタ　ＭＩＣＲＯＬＩＮＥ　ＶＩＮＣＩ　Ｃ９４１ｄｎを用
いた。媒体Ｍとしては、株式会社沖データ製のＡ４プリンタ用紙（エクセレントホワイト
，サイズ＝２９７ｍｍ×２１０ｍｍ）を用いた。
【０３１５】
（トナーの種類および組成）
　トナーとしては、３種類の顔料トナー（顔料イエロートナー、顔料マゼンタトナーおよ
び顔料シアントナー）および３種類の捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタト
ナーおよび捺染シアントナー）を用いることにより、合計で６種類のトナーを用いた。
【０３１６】
　顔料イエロートナーの組成は、以下の通りである。

　イエロー顔料：ピグメントイエロー７４　５質量部
　結着剤：非晶質ポリエステル　１００質量部
　離型剤：パラフィンワックス（日本精・株式会社製のＳＰ－０１４５，融点＝６２℃）
　４質量部
　帯電制御剤：ボントロンＰ－５１（オリエント化学工業株式会社製）　１質量部
　外添剤：複合酸化物粒子（日本アエロジル株式会社製のＳＴＸ８０１，平均一次粒子径
＝１８ｎｍ）　トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
　　　　　コロイダルシリカ（信越化学工業株式会社製のゾルゲルシリカ　Ｘ－２４－９
１６３Ａ，平均一次粒子径＝１００ｎｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
          シリカ粉末（日本アエロジル株式会社製のＶＰＲＹ４０Ｓ，平均一次粒子径＝
８０ｎｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
          シリカ粉末（日本アエロジル株式会社製のＲＹ５０，平均一次粒子径＝４０ｎ
ｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１．５質量部
【０３１７】
　顔料マゼンタトナーの組成は、以下の通りである。

　マゼンタ顔料：キナクリドン　５質量部
　結着剤：非晶質ポリエステル　１００質量部
　離型剤：パラフィンワックス（日本精・株式会社製のＳＰ－０１４５，融点＝６２℃）
　４質量部
　帯電制御剤：ボントロンＰ－５１（オリエント化学工業株式会社製）　１質量部
　外添剤：複合酸化物粒子（日本アエロジル株式会社製のＳＴＸ８０１，平均一次粒子径
＝１８ｎｍ）　トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
　　　　　コロイダルシリカ（信越化学工業株式会社製のゾルゲルシリカ　Ｘ－２４－９
１６３Ａ，平均一次粒子径＝１００ｎｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
          シリカ粉末（日本アエロジル株式会社製のＶＰＲＹ４０Ｓ，平均一次粒子径＝
８０ｎｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
          シリカ粉末（日本アエロジル株式会社製のＲＹ５０，平均一次粒子径＝４０ｎ
ｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１．５質量部
【０３１８】
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　顔料シアントナーの組成は、以下の通りである。

　シアン顔料：フタロシアニンブルー（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３）
　５質量部
　結着剤：非晶質ポリエステル　１００質量部
　離型剤：パラフィンワックス（日本精・株式会社製のＳＰ－０１４５，融点＝６２℃）
　４質量部
　帯電制御剤：ボントロンＰ－５１（オリエント化学工業株式会社製）　１質量部
　外添剤：複合酸化物粒子（日本アエロジル株式会社製のＳＴＸ８０１，平均一次粒子径
＝１８ｎｍ）　トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
　　　　　コロイダルシリカ（信越化学工業株式会社製のゾルゲルシリカ　Ｘ－２４－９
１６３Ａ，平均一次粒子径＝１００ｎｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
          シリカ粉末（日本アエロジル株式会社製のＶＰＲＹ４０Ｓ，平均一次粒子径＝
８０ｎｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１質量部
          シリカ粉末（日本アエロジル株式会社製のＲＹ５０，平均一次粒子径＝４０ｎ
ｍ）  トナー母粒子１００質量部に対して１．５質量部
【０３１９】
　捺染イエロートナーの組成は、以下の通りである。

　捺染イエロー染料：Ｃ．Ｌ　Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｙｅｌｌｏｗ２　５質量部
　結着剤：非晶質ポリエステル　１００質量部
　帯電制御剤：ボントロンＰ－５１（オリエント化学工業株式会社製）　１質量部
　外添剤：疎水性シリカ微粉末（日本アエロジル株式会社製のＲ９７２，平均一次粒子径
＝１６ｎｍ）　トナー母粒子１００質量部に対して３質量部
【０３２０】
　捺染マゼンタトナーの組成は、以下の通りである。

　捺染マゼンタ染料：Ｃ．Ｌ　Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｒｅｄ３　５質量部
　結着剤：非晶質ポリエステル　１００質量部
　帯電制御剤：ボントロンＰ－５１（オリエント化学工業株式会社製）　１質量部
　外添剤：疎水性シリカ微粉末（日本アエロジル株式会社製のＲ９７２，平均一次粒子径
＝１６ｎｍ）　トナー母粒子１００質量部に対して３質量部
【０３２１】
　捺染シアントナーの組成は、以下の通りである。

　捺染シアン染料：Ｃ．Ｌ　Ｄｉｓｐｅｒｄｅ　Ｂｌｕｅ６０　５質量部
　結着剤：非晶質ポリエステル　１００質量部
　帯電制御剤：ボントロンＰ－５１（オリエント化学工業株式会社製）　１質量部
　外添剤：疎水性シリカ微粉末（日本アエロジル株式会社製のＲ９７２，平均一次粒子径
＝１６ｎｍ）　トナー母粒子１００質量部に対して３質量部
【０３２２】
（トナーの製造方法）
　顔料トナー（顔料イエロートナー、顔料マゼンタトナーおよび顔料シアントナー）を得
るために、溶解懸濁法を用いて顔料トナーを製造した。
【０３２３】
　具体的には、最初に、連続相を調製した。この場合には、まず、水性溶媒（純水）３２
９６７６重量部に懸濁安定剤（工業用リン酸三ナトリウム十二水和物）１１０２４重量部
を混合したのち、その混合物（温度＝６０℃）を撹拌した。これにより、懸濁安定剤が溶
解されたため、第１水溶液が得られた。こののち、第１水溶液にｐＨ調整用の希硝酸を添
加した。続いて、水性溶媒（純水）４３２３４重量部に懸濁安定剤（工業用塩化カルシウ
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ム無水物）５３１９重量部を混合したのち、その混合物を撹拌した。これにより、懸濁安
定剤が溶解されたため、第２水溶液が得られた。続いて、第１水溶液と第２水溶液とを混
合したのち、撹拌装置（プライミクス株式会社製のラインミル）を用いて混合物（温度＝
６０℃）を撹拌（回転数＝３５６６回転／分，撹拌時間＝５０分間）した。これにより、
連続相が得られた。
【０３２４】
　次に、分散相を調製した。この場合には、まず、有機溶剤（酢酸エチル，温度＝５０℃
）を準備した。続いて、有機溶剤７６５６５重量部に、着色剤（イエロー顔料、マゼンタ
顔料またはシアン顔料）と、離型剤１０８６重量部と、蛍光増白剤２８重量物とをこの順
に混合したのち、その混合物を撹拌した。続いて、混合物に結着剤１３３６１重量部を混
合したのち、その混合物を固形物が消失するまで撹拌した。これにより、分散相が得られ
た。なお、着色剤の混合比は、顔料イエロートナー、顔料マゼンタトナーおよび顔料シア
ントナーのそれぞれの組成が上記した組成となるように調整した。
【０３２５】
　次に、連続相および分散相を用いて造粒することにより、トナー母粒子を形成した。こ
の場合には、連続相と分散相とを混合したのち、上記した撹拌装置を用いて混合物（温度
＝５５℃）を撹拌（回転数＝２０００回転／分，撹拌時間＝５０分間）した。これにより
、混合物が懸濁すると共に造粒されたため、その造粒物を含むスラリー溶液が得られた。
続いて、スラリー溶液を減圧蒸留することにより、そのスラリー溶液中に含まれている有
機溶剤（酢酸エチル）を揮発除去した。続いて、スラリー溶液にｐＨ調整剤（硝酸）を添
加することにより、ｐＨを１．５となるように調整したのち、そのスラリー溶液を濾過す
ることにより、懸濁安定剤を溶解除去した。続いて、スラリー溶液中に含まれている造粒
物を脱水したのち、その造粒物を水性溶媒（純水）中に再分散させた。続いて、水性溶媒
（純水）を用いて造粒物を洗浄したのち、その造粒物を濾過した。続いて、造粒物を脱水
乾燥させたのち、その造粒物を分級した。これにより、トナー母粒子が得られた。
【０３２６】
　最後に、トナー母粒子に外添処理を施すことにより、被染色トナーを製造した。この場
合には、トナー母粒子に外添剤を混合したのち、撹拌装置（日本コークス工業株式会社製
のヘンシェルミキサ）を用いて混合物を撹拌（回転数＝５４００回転／分，撹拌時間＝１
０分間）した。これにより、被染色トナーが得られた。
【０３２７】
　また、捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺染シアントナー
）を得るために、粉砕法を用いて捺染トナーを製造した。
【０３２８】
　具体的には、最初に、捺染染料（イエロー捺染染料、マゼンタ捺染染料またはシアン捺
染染料）と、結着剤と、帯電制御剤とを混合することにより、混合物を得た。続いて、ヘ
ンシェルミキサを用いて混合物を撹拌したのち、二軸押出機を用いて混合物を溶融混練す
ることにより、混練物を得た。こののち、混練物を冷却した。続いて、スクリーン（直径
＝２ｍｍ）を備えたカッターミルを用いて混練物を粉砕したのち、さらに衝突版式粉砕機
（日本ニューマチック工業株式会社製のディスパージョンセパレータ）を用いて混練物を
粉砕することにより、粉砕物を得た。続いて、風力分級機を用いて粉砕物を分級すること
により、トナー母粒子を得た。最後に、トナー母粒子に外添剤を混合したのち、ヘンシェ
ルミキサを用いて混合物を撹拌（撹拌時間＝３分間）した。これにより、捺染トナーが得
られた。なお、捺染染料の混合比は、捺染イエロートナー、捺染マゼンタトナーおよび捺
染シアントナーのそれぞれの組成が上記した組成となるように調整した。
【０３２９】
（トナーの物性）
　示差走査熱量計（ＤＳＣ）を用いて、上記した６種類のトナーの熱的物性（吸熱特性）
を調べたところ、表１に示した結果が得られた。この場合には、示差走査熱量計として株
式会社日立ハイテクサイエンス製のＤＳＣ６２２０を用いた。
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【０３３０】
　熱的物性の測定時における吸熱曲線の測定条件（示差走査熱量計の温度プログラムパタ
ーン）は、以下の通りである。１回目昇温時には、２０℃で１０分間に渡って各トナーを
放置し、１０℃／分の昇温速度で２００℃まで各トナーを加熱し、２００℃で５分間に渡
って各トナーを放置したのち、９０℃／分の降温速度で０℃まで各トナーを冷却し、０℃
で５分間に渡って各トナーを放置した。２回目の昇温時には、６０℃／分の昇温速度で２
０℃まで各トナーを加熱し、２０℃で１０分間に渡って各トナーを放置したのち、１０℃
／分の昇温速度で２００℃まで各トナーを加熱した。
【０３３１】
　表１では、各トナーの熱的物性として、１回目昇温時における各トナーのガラス転移温
度Ｔｇ　１ｓｔ（℃）と、２回目昇温時における各トナーのガラス転移温度Ｔｇ　２ｎｄ
（℃）と、離型剤（ワックス）の吸熱量（ｍＪ／ｍｇ）とを示している。
【０３３２】
　表１において、「Ｙ，Ｍ，Ｃ」は、顔料トナーの種類（色）、すなわちイエロー（Ｙ）
、マゼンタ（Ｍ）およびシアン（Ｃ）を表していると共に、「ＳＹ，ＳＭ，ＳＣ」は、捺
染トナーの種類（色）、すなわちイエロー（ＳＹ）、マゼンタ（ＳＭ）およびシアン（Ｓ
Ｃ）を表している。これらのトナーの色に関する表記内容は、後述する表２においても同
様である。
【０３３３】
【表１】

【０３３４】
　表１に示したように、顔料トナーの熱的物性と捺染トナーの熱的物性とを比較すると、
離型剤の有無に応じて大きな差違が生じた。
【０３３５】
　具体的には、離型剤を含んでいる顔料トナー（顔料イエロートナー、顔料マゼンタトナ
ーおよび顔料シアントナー）では、種類（色）に依存せずに、大きな吸熱量が得られた。
これに対して、離型剤を含んでいない捺染トナー（捺染イエロートナー、捺染マゼンタト
ナーおよび捺染シアントナー）では、上記した離型剤を含んでいる被染色トナーと比較し
て、種類（色）に依存せずに、吸熱量が著しく減少した。
【０３３６】
［画像の形成］
　次に、上記した画像形成装置を用いて、その媒体Ｍに画像Ｇを形成した。この場合には
、画像Ｇの構成が以下で説明する５種類の構成（構成Ａ～構成Ｅ）となるようにした。な
お、画像Ｇの形成時の環境条件は、温度＝２２℃および湿度＝５５％とした。画像Ｇの形
成条件は、画像形成速度（感光体ドラムの最外周の線速度）＝５８．７ｍｍ／分、媒体Ｍ
の進行方向＝長手方向とした。
【０３３７】
（構成Ａ）
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　実験例１－１～１－３では、上記した第１実施形態において説明したように、色（イエ
ロー、マゼンタおよびシアン）ごとに、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２を
この順に形成した（図１１参照）。この場合には、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー
画像Ｇ２のそれぞれを形成するために複数の画像単位線Ｌ１，Ｌ２を用いると共に、複数
の画像単位線Ｌ１のそれぞれの全体と複数の画像単位線Ｌ２のそれぞれの全体とが互いに
重ねられるようにした（図５Ａおよび図５Ｂ参照）。また、捺染トナー画像Ｇ１および顔
料トナー画像Ｇ２のそれぞれの画像パターンを矩形（長方形）のベタ画像とすると共に、
印字率を１００％とした。
【０３３８】
　なお、捺染イエロートナーを用いて形成された捺染トナー画像Ｇ１の形成量は０．４０
ｍｇ／ｃｍ2 、捺染マゼンタトナーを用いて形成された捺染トナー画像Ｇ１の形成量は０
．４１ｍｇ／ｃｍ2 、捺染シアントナーを用いて形成された捺染トナー画像Ｇ１の形成量
は０．５１ｍｇ／ｃｍ2 とした。
【０３３９】
　また、顔料イエロートナーを用いて形成された顔料トナー画像Ｇ２の形成量は０．３８
ｍｇ／ｃｍ2 、顔料マゼンタトナーを用いて形成された顔料トナー画像Ｇ２の形成量は０
．４９ｍｇ／ｃｍ2 、顔料シアントナーを用いて形成された顔料トナー画像Ｇ２の形成量
は０．４１ｍｇ／ｃｍ2 とした。
【０３４０】
　上記した捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２のそれぞれの形成量は、後述す
る構成Ｂ～構成Ｅにおいても同様である。
【０３４１】
（構成Ｂ）
　実験例１－４～１－６では、上記した第２実施形態において説明したように、顔料トナ
ー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１をこの順に形成したことを除いて、実験例１－１～
１－３と同様の手順により、画像Ｇを形成した（図１５Ａ、図１５Ｂおよび図２１参照）
。
【０３４２】
（構成Ｃ）
　実験例１－７～１－９では、比較のために、画像Ｇとして捺染トナー画像Ｇ１だけを形
成したことを除いて、実験例１－１～１－３と同様の手順により、画像Ｇを形成した（図
１２参照）。
【０３４３】
（構成Ｄ）
　実験例１－１０～１－１２では、比較のために、画像Ｇとして顔料トナー画像Ｇ２だけ
を形成したことを除いて、実験例１－１～１－３と同様の手順により、画像Ｇを形成した
（図１３参照）。
【０３４４】
（構成Ｅ）
　実験例１－１３～１－１５では、比較のために、印字率を２００％に変更したことを除
いて、実験例１－７～１－９と同様の手順により、画像Ｇを形成した（図１２参照）。
【０３４５】
　なお、捺染イエロートナーを用いて形成された捺染トナー画像Ｇ１の形成量は０．８０
ｍｇ／ｃｍ2 、捺染マゼンタトナーを用いて形成された捺染トナー画像Ｇ１の形成量は０
．８２ｍｇ／ｃｍ2 、捺染シアントナーを用いて形成された捺染トナー画像Ｇ１の形成量
は１．０２ｍｇ／ｃｍ2 とした。
【０３４６】
［画像の性能評価］
　次に、上記した手順にしたがってアイロンプリントを行うことにより、媒体Ｍに形成さ
れた画像Ｇの性能を評価した。この場合には、以下の手順により、画像Ｇの性能を評価す
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るための指標として画像Ｉに関する初期濃度、残存率（％）および画質を調べたところ、
表２に示した結果が得られた。
【０３４７】
　表２において、「構成」は、上記した画像Ｇの構成（構成Ａ～構成Ｅ）を表していると
共に、「色」は、画像Ｇを形成するために用いたトナーの種類（色）を表している。
【０３４８】
（初期濃度）
　初期濃度を調べるためには、最初に、画像Ｇが形成された媒体Ｍを用いて、アイロンプ
リント（Ｔシャツプリント）を行った。この場合には、図２２～図２５を参照しながら説
明したように、他媒体Ｌに媒体Ｍを密着させたのち、その媒体Ｍに加熱源を押し当てた。
これにより、画像Ｇに対応する画像Ｉが他媒体Ｌに形成された。
【０３４９】
　他媒体Ｌとしては、ポリエステル１００％の布地（Ｔシャツ）を用いた。加熱源として
は、ＭａｇｉｃＴｏｕｃｈ社製の熱プレス機　Ｍｏｄｅｌ　ＨＴＰ２３４ＰＳ１を用いた
。加熱源の温度は２００℃、他媒体Ｌに対する加熱源の押し当て時間は１２０秒間とした
。
【０３５０】
　続いて、他媒体Ｌに形成された画像Ｉの濃度（初期濃度）を測定した。ここで説明する
「初期濃度」とは、後述する耐候性試験を行う前の濃度である。
【０３５１】
　図３６は、濃度の測定位置を説明するために、画像Ｉが形成された他媒体Ｌの平面構成
を表している。図３６では、画像Ｉの形成範囲に網掛けを施している。
【０３５２】
　図３６において、仮想線Ｓ１は、短手方向において画像Ｉを二等分する線であると共に
、仮想線Ｓ２は、長手方向において画像Ｉを二等分する線である。また、位置Ｐ１～Ｐ９
は、濃度の測定位置を表している。位置Ｐ１，Ｐ３，Ｐ７，Ｐ９のそれぞれは、画像Ｉの
四隅の位置である。位置Ｐ２，Ｐ８のそれぞれは、画像Ｉのうちの短手方向に延在する２
つの端縁Ｅ１と仮想線Ｓ１とが互いに交わる位置である。位置Ｐ４，Ｐ６のそれぞれは、
画像Ｉのうちの長手方向に延在する２つの端縁Ｅ２と仮想線Ｓ２とが互いに交わる位置で
ある。位置Ｐ５は、仮想線Ｓ１，Ｓ２が互いに交わる位置である。
【０３５３】
　初期濃度を測定する場合には、位置Ｐ１～Ｐ９において９個の濃度を測定したのち、そ
の９個の濃度の平均値を算出した。濃度測定機器としては、Ｘ－ｒｉｔｅ社製の分光濃度
計を用いた。
【０３５４】
（残存率）
　残存率を調べるためには、最初に、初期濃度が測定された画像Ｉ（他媒体Ｌ）を用いて
耐候性試験を行った。この耐候性試験では、耐候性試験機として、株式会社東洋精機製作
所製のキセノン耐候性試験機　Ｃｉ４０００型を用いた。また、キセノンランプを用いた
試験光（紫外線）の照射条件は、照度を５５０００ルクス、照射時間を７００時間とした
。
【０３５５】
　続いて、耐候性試験が完了したのち、上記した手順により、画像Ｉの濃度（試験後濃度
）を再び測定した。すなわち、図３６に示した位置Ｐ１～Ｐ９において９個の濃度を測定
したのち、その９個の濃度の平均値を算出した。
【０３５６】
　最後に、上記した初期濃度および試験後濃度の算出結果に基づいて、残存率（％）を算
出した。この残存率は、残存率（％）＝（試験後濃度／初期濃度）×１００により算出さ
れた。
【０３５７】
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（画質）
　画像Ｉの画質を調べるためには、他媒体Ｌに画像Ｉを形成したのち、その画像Ｉの品質
を目視で判定した。この場合には、色再現性が不十分であると共に輪郭が不鮮明である場
合を「不良」と判定すると共に、色再現性が十分であると共に輪郭が鮮明である場合を「
良好」と判定した。
【０３５８】
【表２】

【０３５９】
［考察］
　表２に示したように、初期濃度、残存率および画質のそれぞれは、媒体Ｍに形成された
画像Ｇの構成に応じて大きく変動した。
【０３６０】
　具体的には、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１だけにより形成されている場合（構成Ｃが適
用された実験例１－７～１－９）には、初期濃度が高くなると共に画質も良好であったが
、残存率が低くなった。
【０３６１】
　また、画像Ｇが顔料トナー画像Ｇ２だけにより形成されている場合（構成Ｄが適用され
た実験例１－１０～１－１２）には、初期濃度が著しく低くなると共に画質も不良であっ
た。この場合には、初期濃度が極端に低すぎるため、耐候性試験を行わなかった。すなわ
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【０３６２】
　これに対して、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２により形成され
ており、捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナー画像Ｇ２がこの順に形成されている場合（
構成Ａが適用された実験例１－１～１－３）には、上記した画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１
だけにより形成されている場合（実験例１－７～１－９）と比較して、初期濃度がほぼ同
等であると共に同等の画質が得られた上、残存率が高くなった。
【０３６３】
　この傾向は、画像Ｇが顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１により形成されて
おり、顔料トナー画像Ｇ２および捺染トナー画像Ｇ１がこの順に形成されている場合（構
成Ｂが適用された実験例１－４～１－６）においても、同様に得られた。
【０３６４】
　なお、参考までに、画像Ｇが捺染トナー画像Ｇ１だけにより形成されているが、印字率
を２倍に設定した場合（構成Ｅが適用された実験例１－１３～１－１５）には、画像Ｇが
捺染トナー画像Ｇ１および顔料トナーＧ２により形成されている場合（実験例１－１～１
－６）と比較して、初期濃度が高くなると共に同等の画質が得られたが、残存率が低くな
った。この結果から、印字率を２倍に設定すると、初期濃度が高くなる反面、耐候性試験
の試験時間（試験光の照射時間）を長くすると、残存率が低下しやすくなることが予想さ
れる。
【０３６５】
　これらのことから、捺染トナー画像Ｇ１が形成される領域（領域Ｒ１または領域Ｒ２）
に顔料トナー画像Ｇ２が形成されるように、捺染トナー画像Ｇ１の形成動作および顔料ト
ナー画像Ｇ２の形成動作を制御することにより、媒体Ｍに形成された画像Ｇを布地などの
他媒体Ｌに転写させた際に、良好な画質を担保しながら、高い初期濃度および高い残存率
が得られた。よって、他媒体Ｌに高品質な画像Ｉが形成された。
【０３６６】
　以上、一実施形態を挙げながら本発明に関して説明したが、その本発明の態様は一実施
形態において説明した態様に限定されず、種々の変形が可能である。
【０３６７】
　具体的には、例えば、本発明の一実施形態の画像形成装置は、プリンタに限られず、複
写機、ファクシミリおよび複合機などでもよい。
【符号の説明】
【０３６８】
　３０（３０Ｓ，３０Ｃ，３０ＳＹ，３０ＳＭ，３０ＳＣ）…現像ユニット、４０…転写
ユニット、５０…定着ユニット、７１…画像形成制御部、Ｇ，Ｉ…画像、Ｇ１…捺染トナ
ー画像、Ｇ２…顔料トナー画像、Ｌ…他媒体、Ｍ…媒体，Ｎ…捺染染料、Ｚ１…捺染トナ
ー像、Ｚ２…顔料トナー像。
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